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曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

一

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
二
〇
一
七
年
法
政
大
学
史
学
会
大
会
で
タ
イ
ト
ル
『
曜

変
天
目　

再
現
研
究
の
今
日
』
と
し
て
発
表
し
た
内
容
を
、
更
に
調

査
を
進
め
て
現
時
点
で
の
“
報
告
”
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

学
術
論
文
が
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
る
事
実
を
求
め
積
み
重

ね
、
新
た
な
理
義
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
本
論
は
学
術
論

文
と
し
て
適
当
で
は
な
い
。
考
え
に
偏
重
の
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る

を
得
な
い
し
、
何
よ
り
再
現
技
術
が
完
成
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
タ
イ
ト
ル
を
調
査
報
告
と
し
た
。

　

報
告
者
は
、
曜
変
天
目
の
焼
造
が
単
に
奇
跡
的
偶
然
に
よ
っ
て
完

成
を
み
た
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
ね
ら
い
を
定
め
た
陶
工
等
に

よ
っ
て
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
と
い
う
立
場
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
あ
る
程
度
の
偶
然
性
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、

完
成
す
る
確
率
は
今
日
我
々
が
想
像
す
る
以
上
に
高
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
曜
変
天
目
茶
碗
は
想
像
以
上
に
世

に
多
く
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
再
現
可
能
な
技
術
で
あ
り
、
そ
れ

故
に
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
調
査
報
告
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　

伝
世
の
曜
変
天
目
茶
碗
は
全
て
日
本
国
内
に
あ
る
。
世
に
四
点
が

存
在
し
、
う
ち
三
点
が
国
宝
で
あ
る
。
現
在
、
東
京
静
嘉
堂
文
庫
美

術
館
・
大
阪
藤
田
美
術
館
・
京
都
大
徳
寺
龍
光
院
に
収
蔵
さ
れ
る
三

点
で
あ
る
。
残
る
一
点
は
、
滋
賀M
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O

 
M

U
SEU

M

が
所
蔵
す

る
も
の
で
、
上
記
三
種
の
曜
変
天
目
と
は
や
や
異
な
る
表
情
を
も
つ

曜
変
天
目
と
し
て
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

正
式
に
は
二
〇
一
二
年
春
に
、
南
宋
の
首
都
で
あ
る
臨
安
（
現
在

曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告

―
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
か
―

水
　
上
　
和
　
則



法
政
史
学

　
第
九
十
号

二

の
浙
江
省
杭
州
市
）
で
一
碗
の
曜
変
天
目
茶
碗
の
残
器
が
出
土
し
た

と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
た
。
生
産
か
ら
ほ
ぼ
八
〇
〇
年
を
経
た
快
挙

で
あ
っ
た
。
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
は
残
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
胎

や
釉
の
断
面
観
察
が
出
来
て
、
ま
た
一
部
試
料
の
採
取
も
可
能
で
あ

る
事
か
ら
化
学
的
調
査
も
行
え
る
と
、
再
現
研
究
の
進
捗
が
期
待
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
曜
変
天
目
を
再
現
し
そ
の
技
術
を
完
成
す
る
こ
と
は
、

多
く
の
陶
芸
家
に
と
っ
て
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
多
く
の
実
作
者
に
よ

る
挑
戦
は
、
一
つ
の
論
文
か
ら
始
ま
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、

古
文
化
財
の
理
化
学
的
研
究
の
先
駆
者
で
あ
り
第
一
人
者
で
あ
っ
た

故
山
崎
一
雄
に
よ
る
一
九
五
三
年
発
表
の
「
曜
変
天
目
の
研
究
」
と

い
う
実
物
の
調
査
研
究
で
あ
っ
た

（
１
）。

以
来
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て

曜
変
天
目
再
現
へ
の
挑
戦
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
ま
で
完

成
し
た
再
現
技
術
は
未
だ
無
い
。
本
論
は
そ
の
意
味
で
、
調
査
報
告

と
し
て
制
作
の
方
向
や
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
．『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
記
事
中
の
曜
変

　

曜
変
天
目
の
再
現
に
あ
た
り
、
複
数
存
在
し
た
そ
の
可
能
性
を
よ

り
明
確
に
示
す
に
は
、
相
阿
弥
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
永
正
八
年

（
一
五
一
一
）
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

旧
書
に
見
ら
れ
る
曜
変
天
目
の
評
価
と
し
て
、『
君
台
観
左
右
帳

記
』（
有
隣
堂
、
明
治
一
七
年
十
月
、
東
京
博
物
館
版
）
に
は
、
茶

碗
に
つ
い
て
書
か
れ
た
件
の
“
一　

土
之
物
”
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。

　
「
曜
変
、
建
盞
の
内
の
無
上
也
。
世
上
に
な
き
物
也
。
地
い
か
に

も
く
ろ
く
、
こ
き
る
り
、
う
す
き
る
り
の
ほ
し
ひ
た
と
あ
り
。
又
、

き
色
・
白
色
・
こ
く
う
す
き
る
り
な
と
の
色
々
ま
し
り
て
、
に
し
き

の
や
う
な
る
く
す
り
も
あ
り
。
萬
疋
の
物
也
。」

　

曜
変
天
目
を
語
る
時
、
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
、
よ
く
知
ら
れ
た

一
文
で
あ
る
。

　

こ
の
色
彩
部
分
に
つ
い
て
、「
地　

如
何
に
も
黒
く
、
濃
き
瑠
璃
、

薄
き
瑠
璃
の
星
ひ
た
と
有
り
。
ま
た
、
黄
色
・
白
色
・
濃
く
薄
き
瑠

璃
な
ど
の
色
々
混
じ
り
て
、
錦
の
よ
う
な
る
釉
薬
（
く
す
り
）
も
有

り
」
と
解
釈
し
、
に
し
き=

色
糸
で
織
り
だ
さ
れ
た
絹
織
物
と
理

解
し
た
と
き
、
絹
の
艶
や
瑠
璃
の
色
な
ど
伝
世
の
曜
変
天
目
の
色
彩

を
巧
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、“
黒
い
地
色
に
、
濃
い
瑠
璃

色
や
淡
い
瑠
璃
色
を
し
た
星
の
よ
う
な
斑
点
が
一
面
に
あ
る
も
の
”、

が
曜
変
天
目
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、“
黄
色
や
白
色
、

濃
い
瑠
璃
色
や
淡
い
瑠
璃
色
な
ど
が
混
じ
り
合
っ
て
、
全
体
が
錦
の

よ
う
に
華
や
か
な
釉
薬
の 

も
の
も
あ
る
”、
と
し
て
、
曜
変
に
は
二

種
類
が
あ
っ
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

今
少
な
く
と
も
二
種
類
の
曜
変
天
目
の
存
在
を
示
す
こ
と
が
可
能



曜
変
天
目
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現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

三

で
あ
る
。
前
者
は
、
斑
点
状
の
内
側
の
色
彩
が
様
々
に
変
化
し
た
も

の
で
、
そ
の
他
の
部
分
は
漆
黒
（
地
、
如
何
に
も
黒
く
）
と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
現
在
日
本
に
伝
世
す
る
実
物
で
は
、
滋
賀
県
のM
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収
蔵
の
曜
変
天
目
茶
碗
に
当
た
る
。

　

さ
ら
に
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
後
者
は
、
東
京
静
嘉
堂
文
庫
に

収
蔵
さ
れ
る
曜
変
天
目
茶
碗
で
あ
り
、
最
も
世
に
知
ら
れ
た
茶
碗
で

も
あ
る
。
こ
れ
に
は
斑
点
状
の
内
側
は
グ
レ
ー
か
ら
黒
色
の
単
純
な

色
彩
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
い
わ
ゆ
る
青
紫
色
の
光
彩
を
有
し
て
い

る
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
内
側
に
の
み
存
在
し
て
、
外
壁
に
は
小
斑
点

が
数
点
あ
る
の
み
で
あ
り
、
光
彩
の
広
が
り
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
世

に
多
く
存
在
を
主
張
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
に
広
く
曜
変
天

目
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
後
者
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
の
存
在
は
、
数

寄
者
に
よ
っ
て
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

（
２
）。

こ
の
両
者
が
生
産
技
法

的
に
異
な
る
方
法
を
用
い
て
成
る
の
か
、
或
い
は
小
さ
な
条
件
の
差

で
違
い
と
し
て
現
れ
る
も
の
か
、
こ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

　

前
者
を
ミ
ホ
タ
イ
プ
の
曜
変
天
目
と
呼
び
、
後
者
を
静
嘉
堂
タ
イ

プ
の
曜
変
天
目
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
、
改
め
て
両
者
の
観
察
結
果
を

示
し
て
お
く
。
こ
れ
に
は
他
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
よ
り
明
確
に

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
二
種
の
曜
変
天
目
の
内
、
多
く
の
陶
芸
家

が
再
現
を
目
指
し
て
い
る
の
は
代
表
と
さ
れ
る
後
者
、
特
に
静
嘉
堂

文
庫
美
術
館
収
蔵
品
で
あ
る
。

　

一
－
一
．
黒
い
地
色
に
瑠
璃
色
斑
点
を
も
つ
ミ
ホ
タ
イ
プ
曜
変
天

目

　

前
者
は
、
一
面
の
黒
い
地
色
に
様
々
な
色
合
い
の
斑
点
を
浮
か

べ
る
曜
変
天
目
で
あ
り
、M
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蔵
（http://w

w
w

.
m

iho.or.jp/booth/htm
l/artcon/00000351.htm

）
の
そ
れ
が
代

表
で
あ
る
。
同
系
統
の
部
分
発
色
を
す
る
建
盞
に
、
東
京
根
津
美
術

館
収
蔵
の
油
滴
天
目
茶
碗
が
あ
る

（
３
）。

両
者
の
共
通
部
分
は
斑
点
の
形

状
と
色
彩
に
あ
る
。
斑
点
形
状
は
基
本
的
に
や
や
楕
円
形
で
あ
り
、

碗
の
口
縁
部
か
ら
底
部
に
向
か
い
長
径
が
多
く
あ
り
、
焼
成
時
環
境

の
釉
の
動
き
に
即
し
た
重
力
に
従
っ
て
い
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
色

彩
は
、
梅
花
紅
や
紫
青
色
が
多
く
観
察
さ
れ
る
。
碗
の
内
外
と
も
に

斑
点
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
形
状
色
彩
と
も
近
似
し
て
い
る
。

　

斑
点
の
大
き
さ
は
極
端
な
大
小
の
差
は
無
く
、
両
者
と
も
に
九
州

国
立
博
物
館
収
蔵
の
油
滴
天
目
茶
碗
に
近
い
が
、
斑
点
の
数
量
は
少

な
く
、
疎
ら
で
あ
る
。M

IH
O

 M
U

SEU
M

蔵
の
曜
変
天
目
茶
碗
の

斑
点
数
量
は
、
根
津
美
術
館
の
そ
れ
と
比
較
し
て
更
に
疎
ら
で
少
な

く
、
斑
点
が
寄
り
集
ま
っ
た
部
分
が
観
察
さ
れ
る
。

　

釉
性
状
は
、M
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O
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U
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M

蔵
品
は
マ
ッ
ト
質
の
釉
で
表
面

光
沢
が
少
な
く
、
根
津
美
術
館
蔵
品
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
品
の
順

に
光
沢
が
増
し
て
い
る
。
九
州
国
立
博
物
館
蔵
品
で
は
表
面
光
沢
が

強
く
、
見
る
角
度
に
よ
り
虹
色
部
分
の
移
動
が
あ
る
。
流
動
性
の
あ
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第
九
十
号

四

る
釉
の
為
か
口
縁
部
は
薄
く
、
従
っ
て
斑
点
も
小
さ
い
。
脚
部
高
台

周
辺
に
釉
溜
ま
り
が
見
ら
れ
、
こ
の
部
分
の
光
沢
は
強
い
。

　

一
－
二
．
灰
色
斑
点
を
も
ち
錦
の
よ
う
な
静
嘉
堂
文
庫
タ
イ
プ
曜

変
天
目

　

後
者
は
、
斑
点
内
部
分
に
色
彩
変
化
が
乏
し
く
、
錦
の
よ
う
な
織

物
で
表
現
さ
れ
る
地
色
の
部
分
に
光
彩
釉
を
も
つ
曜
変
天
目
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
収
蔵
（http://w

w
w

.seikado.
or.jp/collection/clay/001.htm

l
）
の
そ
れ
で
あ
る

（
４
）。

見
込
み
部

分
の
斑
点
は
大
き
な
も
の
で
大
豆
の
大
き
さ
の
黒
色
か
ら
濃
い
灰

色
で
、
そ
の
周
辺
を
鮮
や
か
な
瑠
璃
色
（
紺
紫
色
）
を
基
調
と
し

て
、
紫
色
・
黄
緑
色
・
黄
色
の
光
彩
が
取
り
巻
く
よ
う
に
あ
り
、
そ

れ
が
碗
の
口
縁
部
か
ら
見
込
み
平
坦
部
に
向
か
い
流
れ
る
よ
う
に
筋

状
部
分
が
見
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
タ
イ
プ
に
は
黒
釉
表
面
に
強
い
ガ
ラ

ス
光
沢
が
あ
り
、
そ
れ
が
結
局
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う
な
虹
色
を
も
つ

偏
光
が
起
き
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
、
釉
表
面
上
に
低
火

度
釉
の
薄
氷
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
同
系
統
の
建
盞

に
は
、
大
阪
藤
田
美
術
館
蔵
品
（http://fujita-m

useum
.or.jp/

collections_post/151/

）
が
知
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
の
斑
点
周

辺
を
取
り
巻
く
光
彩
が
最
も
は
っ
き
り
表
れ
て
お
り
、
藤
田
美
術
館

は
こ
れ
に
次
ぐ
。
こ
の
二
例
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
斑
点
と

光
彩
の
あ
り
様
以
外
に
、
外
壁
に
斑
点
も
光
彩
も
極
め
て
少
数
で
あ

る
こ
と
で
、
碗
内
面
の
光
彩
の
状
態
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ホ
タ
イ
プ
で
は
斑
点
の
色
彩
こ
そ
違
う
が
、
現
れ
て
い
る
様
子
は

内
外
面
共
に
近
似
し
て
い
る
。
前
者
と
後
者
の
大
き
な
違
い
は
、
曜

変
色
彩
の
在
り
様
で
あ
る
。

　
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
内
容
に
著
し
い
変
化
が
無
く
両
者
の
記

載
が
初
本
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
呼
称
と
し
て
の
曜
変
天
目

は
五
世
紀
に
亙
り
伝
わ
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
再
現
研
究
の
視
点
か

ら
は
、
両
者
が
同
一
手
法
で
生
産
さ
れ
た
根
拠
が
存
在
し
な
い
た
め

に
、
本
論
で
は
一
つ
に
目
標
を
定
め
、
主
に
後
者
に
つ
い
て
論
考
を

進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
後
者
類
似
の
曜
変
天
目
に
つ
い
て
は
、【
は
じ
め
に
】
に

記
し
た
よ
う
に
二
〇
〇
九
年
に
中
国
浙
江
省
杭
州
市
に
て
建
築
現
場

か
ら
砕
片
の
出
土
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
春
に
中
国
考
古
学
会
で

の
正
式
な
報
告
が
な
さ
れ
、
同
類
資
料
の
追
加
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
、
曜
変
天
目
砕
片
出
土
の
顛
末
に
つ
い
て
拙
論
に
て
詳
細

を
記
載
し
た

（
５
）。

出
土
し
た
曜
変
天
目
砕
片
は
、
わ
が
国
伝
世
の
曜
変

天
目
よ
り
も
光
彩
が
更
に
明
瞭
で
あ
り
、
砕
片
で
あ
る
為
に
碗
の
断

面
細
部
の
観
察
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
観
察
結
果
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
こ
と
と
し
、
先
学
の
研
究
成
果
を
辿
る
こ
と
に
す
る
。



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

五

二
．
曜
変
天
目
で
あ
る
こ
と
の
条
件
に
つ
い
て

　

条
件
部
分
に
つ
い
て
は
既
に
既
刊
拙
論
に
て
記
載
し
た
が
、
再
現

研
究
に
あ
た
り
先
学
の
定
義
と
も
言
え
る
内
容
を
も
つ
の
で
、
再
度

こ
の
部
分
を
記
載
し
て
お
く
。

　

曜
変
天
目
釉
に
つ
い
て
の
科
学
的
調
査
は
、
昭
和
二
八
年
に
小
山

冨
士
夫
・
山
崎
一
雄
「
曜
変
天
目
の
研
究
」『
古
文
化
財
の
科
学　

第
六
号
』
古
文
化
資
料
自
然
科
学
研
究
会
、
一
九
頁
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
山
冨
士
夫
を
経
由
し
て
、J.M

.

プ

ラ
マ
ー

（
６
）採

集
の
建
窯
瓷
片
が
山
崎
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と

思
わ
れ
る
。

　

山
崎
一
雄
は
、
そ
の
後
に
続
報
を
昭
和
三
〇
年
に
同
誌
に
発
表
し
、

さ
ら
に
そ
の
後
、
上
海
で
開
か
れ
た
珪
酸
塩
国
際
学
会
で
新
知
見
を

加
え
て
発
表
し
た
。
前
後
計
六
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た

（
７
）内

容
を
、

こ
こ
に
“
山
崎
一
雄
の
考
え
る
曜
変
天
目
で
あ
る
こ
と
の
条
件
”
と

し
て
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
あ
る
国
宝
三
点
（
前
章
の
後

者
二
例
を
含
む
）
の
曜
変
天
目
を
詳
細
観
察
し
、
共
通
す
る
観
察
結

果
と
、
そ
こ
か
ら
の
考
察
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　

①
福
建
省
水
吉
建
窯
産
で
あ
る
こ
と

　

曜
変
天
目
三
点
と
は
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
品
・
藤
田
美
術
館

蔵
品
・
大
徳
寺
龍
光
院
蔵
品
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
胎
土
・
釉
共
に
プ

ラ
マ
ー
採
集
の
建
窯
瓷
片
と
似
て
お
り
、
建
盞
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
と
し
て
い
る
。
現
在
で
は
建
盞
に
つ
い
て
建
窯
古
窯
址
か
ら

採
集
さ
れ
た
瓷
片
の
数
も
多
く
、
古
窯
址
の
報
告（

８
）も

複
数
件
あ
り
、

報
告
書
実
測
図
か
ら
も
こ
の
三
点
が
建
窯
の
生
産
品
で
あ
る
と
し
て

良
い
で
あ
ろ
う
。

　

②
そ
の
釉
に
斑
点
を
も
ち
、
斑
点
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
青
紫
色
の

光
彩
が
あ
る
こ
と

　

斑
点
と
青
紫
色
の
光
彩
の
両
者
を
併
せ
も
つ
も
の
が
“
曜
変
天
目

の
条
件
”
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
成
因
に
つ
い
て
、
前
掲
論
文
の
考

察
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
生
成
の
機
構
は
、
茶
碗
焼
成
の
途
中

に
お
い
て
釉
が
熔
融
し
た
時
に
二
層
に
分
か
れ
て
、
一
部
が
滴
状
と

な
っ
て
釉
の
上
に
浮
か
び
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
冷
却
し
て
滴
は
結
晶

し
、
一
方
で
釉
は
結
晶
せ
ず
ガ
ラ
ス
質
の
ま
ま
固
化
し
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
斑
点
が
如
何
な
る
成
分
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
酸
化
鉄

の
結
晶
で
は
な
く
、
斑
点
の
内
部
が
外
部
の
釉
と
異
な
り
結
晶
し
て

い
る
。」「
斑
点
を
と
り
ま
く
青
紫
色
の
光
彩
の
部
分
は
、
見
る
方
向

に
よ
り
色
を
変
ず
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
見
る
方
向
に
よ
り
光
彩

を
呈
す
る
場
所
が
移
動
す
る
。
こ
の
光
彩
の
原
因
は
釉
上
の
薄
膜
に
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よ
っ
て
生
じ
た
光
の
干
渉
で
あ
り
、“
干
渉
色
”
と
考
え
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
釉
の
表
面
に
屈
折
率
の
異
な
る
極
め
て
薄
い
物
質
が
存
在

す
る
と
、
こ
の
膜
の
表
面
で
反
射
す
る
光
と
、
膜
を
通
過
し
て
釉
の

表
面
で
反
射
す
る
光
と

の
干
渉
に
よ
っ
て
生
じ

た
色
で
あ
る
。
薄
膜
の

屈
折
率
を
一
・
五
と
仮

定
す
れ
ば
、
青
紫
色
の

光
彩
を
呈
す
る
膜
の
厚

さ
は
、
一
万
分
の
一
ミ

リ
（
〇
・
一
ミ
ク
ロ
ン

メ
ー
ト
ル
）
程
度
と
な

る
。」
と
あ
る
（
図
１
）。

　

③
釉
中
に
鉛
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
を
含
ま
な
い
こ
と

　

山
崎
一
雄
は
、
プ
ラ
マ
ー
が
建
窯
窯
址
で
採
集
し
た
二
個
の
小
瓷

片
の
釉
の
一
部
を
剝
し
て
定
性
分
析
試
料
と
し
、
ま
た
同
じ
プ
ラ

マ
ー
採
集
瓷
片
で
、
焼
損
じ
の
碗
の
高
台
脇
に
た
ま
っ
た
釉
を
削
っ

て
、
こ
れ
を
手
分
析
（
湿
式
）
で
分
析
し
た
。
こ
れ
を
昭
和
二
七
年

に
行
っ
た
と
し
て
お
り
、
胎
土
の
分
析
は
、
原
子
吸
光
分
析
法
と
誘

導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
発
光
分
析
法
で
昭
和
五
一
年
に
行
っ
た
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
山
崎
の
所
属
機
関
で
あ
る
名
古
屋
大
学
で
行
わ
れ
た

と
推
察
す
る
。
こ
れ
等
の
分
析
で
は
、
従
来
曜
変
天
目
光
彩
発
生
の

原
因
と
い
わ
れ
た
、
鉛
や
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
元
素
は
検
出
さ
れ
て
い

な
い

（
９
）。

　

分
析
破
片
の
一
部
に
曜
変
天
目
に
類
似
す
る
青
紫
色
の
光
彩
を
有

す
る
部
分
が
あ
り
、
特
に
こ
の
部
分
の
釉
を
削
っ
て
分
析
し
た
が
、

成
分
に
変
わ
り
は
な
く）

（1
（

、
鉛
は
含
ま
れ
な
い
。
青
紫
色
の
光
彩
は
鉛

釉
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
記
す
。

　

④
斑
点
は
人
工
的
に
つ
け
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と

　

山
崎
は
考
察
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
斑
点
の
周
囲
の
釉
が
失

透
結
晶
し
て
い
る
こ
と
、
斑
点
の
周
囲
に
青
紫
色
の
光
彩
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
人
工
的
と
は
考
え
に
く
い
。」
と
し
て
い
る
。

　

⑤
光
彩
が
斑
点
の
周
囲
に
多
く
、
斑
点
生
成
と
関
係
が
あ
り
、
人

工
的
腐
食
を
行
っ
た
と
は
考
え
難
い

　

山
崎
は
や
は
り
考
察
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
青
紫
色
の
光
彩

が
斑
点
の
周
囲
に
多
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
斑
点
の
生
成
と
関
係
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
薬
品
で
釉
を
人
工
的
に
腐
食
さ
せ
た
と
は

考
え
難
い
。」
と
し
て
い
る
。

図１　原図には「釉上の薄膜による光の干渉
を示す概念図」と記される
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以
上
が
山
崎
の
観
察
結
果
と
計
測
結
果
か
ら
の
考
え
で
あ
る
。
山

崎
の
挙
げ
た
曜
変
天
目
で
あ
る
こ
と
の
条
件
は
、
今
日
で
も
異
同
は

無
い
。

　

と
こ
ろ
で
山
崎
は
前
述
の
よ
う
に
、
分
析
破
片
に
“
青
紫
色
の
光

彩
を
有
す
る
部
分
が
あ
っ
た
”
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
“
曜

変
天
目
に
類
似
す
る
”
と
し
て
お
り
“
曜
変
天
目
”
で
あ
る
と
は
記

し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
部
分
を
削
り
取
っ
て
分
析
し
た
が
、
他

の
部
分
と
特
に
変
わ
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

確
か
に
建
盞
瓷
片
に
は
、
黒
釉
中
に
直
径
二
～
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

円
状
の
青
紫
色
に
発
色
し
た
部
分
（
た
と
え
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

の
曜
変
天
目
碗
外
壁
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
青
紫
色
の
斑
点
）
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
前
述
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』

に
記
載
の
前
者
例
の
斑
点
部
分
に
近
い
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
青
紫

色
の
斑
点
は
、
か
つ
て
水
吉
建
窯
窯
址
か
ら
も
出
土
が
伝
え
ら
れ
た

し
、
四
川
省
の
古
窯
址
に
お
い
て
も
曜
変
天
目
瓷
片
の
出
土
と
し
て

喧
伝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る）

（（
（

。
し
か
し
こ
れ
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

②
）．
の
例
に
合
致
し
な
い
し
、
二
～
三
ミ
リ
青
紫
色
の
斑
点
を
も

つ
瓷
片
の
例
は
、
か
な
り
の
数
量
に
の
ぼ
る
。
筆
者
も
一
九
八
七
年

五
月
に
、
水
吉
建
窯
窯
址
を
訪
れ
た
が
、
想
像
を
絶
す
る
お
び
た
だ

し
い
窯
具
や
瓷
片
の
中
に
そ
の
よ
う
な
斑
点
を
も
つ
も
の
を
見
た
。

具
体
的
な
瓷
片
画
像
に
つ
い
て
は
後
章（
写
真
５
）に
示
す
。
し
か
し
、

こ
れ
を
全
て
“
曜
変
瓷
片
”
と
い
う
の
は
、
適
当
で
あ
る
と
思
わ
な

い
。
こ
の
部
分
を
碗
の
見
込
み
一
面
に
特
に
大
き
く
成
長
さ
せ
る
技

術
が
、
す
な
わ
ち
曜
変
天
目
を
制
作
す
る
方
法
で
あ
る
と
、
筆
者
は

考
え
た
い
。

三
．
山
崎
分
析
数
値
の
問
題
点

　

山
崎
の
行
っ
た
建
盞
瓷
片
の
化
学
分
析
は
、
先
に
記
し
た
プ
ラ

マ
ー
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
試
料
に
始
ま
る
。
一
九
五
二
年
当
初
の
化
学

分
析
五
三
年
の
発
表
は
、
当
時
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

中
国
に
於
い
て
多
く
の
古
窯
址
の
考
古
学
調
査
は
一
九
五
〇
年
代
の

終
り
に
近
い
こ
ろ
に
始
ま
る
。
建
窯
の
第
一
次
調
査
は
一
九
六
〇
年

に
厦
門
大
学
人
類
学
博
物
館
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た）

（1
（

。
第
二
次
調
査
が
、

一
九
七
七
年
に
福
建
省
博
物
館
と
厦
門
大
学
歴
史
系
お
よ
び
地
元
の

建
陽
県
文
化
館
の
手
で
行
わ
れ
た）

（1
（

。
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
改
革

開
放
の
う
ね
り
の
中
で
、
考
古
学
成
果
が
軽
工
業
貿
易
品
の
生
産
へ

と
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
建
陽
瓷
厰
で
倣
建
盞
の
生
産

が
始
ま
る
。

　

三
－
一
．
建
陽
瓷
厰
で
の
油
滴
・
曜
変
天
目
碗
の
再
現
研
究

　

水
吉
建
窯
古
窯
址
に
近
い
建
陽
瓷
厰
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
大

学
研
究
者
を
含
め
組
織
化
し
た
大
規
模
な
倣
建
盞
の
生
産
が
行
わ
れ
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た
）
（1
（

。
現
地
採
掘
の
原
料
の
化
学
分
析
が
報
告
さ
れ
、
報
告
内
容
か
ら

大
量
に
入
手
で
き
る
原
料
は“
水
吉
紅
泥
”“
池
中
粘
土
”“
小
湖
粘
土
”

の
三
種
で
あ
る
。
こ
れ
に
窯
の
燃
料
で
あ
る
赤
松
の
灰
を
調
合
し
、

建
盞
釉
を
得
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
原
料
の
呼
び
名
の
変
化
は

あ
っ
て
も
、
化
学
組
成
の
変
化
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
い
。
報
告

書
の
目
的
は
、
建
窯
水
吉
兎
毫
盞
の
再
現
で
あ
る
。

　

表
１
に
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
建
盞
の
分
析
値
と
、
図
２
調
合

素
地
原
料
の
調
合
値
を
並
べ
て
示
す
。
現
在
地
元
で
入
手
可
能
な
原

料
を
用
い
、
分
析
値
か
ら
試
算
を
し
て
み
る
と
、
水
吉
紅
泥
と
池
中

粘
土
を
二
対
三
の
割
合
で
調
合
す
る
と
、
古
瓷
天
目
碗
に
近
似
の

素
地
原
料
が
得
ら
れ
る
。

無
論
各
原
料
に
含
ま
れ

る
鉱
物
の
粒
度
が
不
明

で
、
手
触
り
や
焼
結
程

度
は
分
か
ら
な
い
。
こ

の
割
合
で
二
種
を
混
合

し
た
場
合
、
平
均
値
比

較
で
酸
化
鉄
が
僅
か
に

一
％
程
不
足
す
る
他
は
、

古
陶
胎
土
の
基
本
的
化

学
組
成
に
帰
納
す
る
。

推
察
す
る
に
、
単
体
で
当
時
と
同
様
の
条
件
を
具
え
た
粘
土
を
探
す

の
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
釉
薬
に
つ
い
て

は
、
上
記
の
素
地
粘
土
に
松
木
灰
を
加
え
た
も
の
が
ほ
ぼ
古
陶
釉
に

近
い
値
を
示
す
。

　

松
木
灰
に
つ
い
て
は
、
分
析
値
の
組
成
か
ら
察
し
て
水
洗
い
（
水

簸
）
が
成
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る）

（1
（

。
山
崎
分
析
分
と
、
こ
れ
ま

で
公
表
さ
れ
た
分
析
値
平
均
と
試
算
釉
の
ゼ
ー
ゲ
ル
式
を
示
す
。
試

算
の
結
果
、
結
晶
釉
を
構
成
す
る
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す T

iO
2

、 
P

2 O
5  

の
値
が
一
つ
に
多
す
ぎ
る
も
う
一
つ
は
未
分
析
で
あ
る
。
古

陶
釉
は
素
地
粘
土
の
水
簸
物
と
灰
の
二
成
分
で
構
成
さ
れ
、
し
か
も
、

粘
土
分
四
に
対
し
て
灰
一
と
い
う
極
め
て
単
純
な
調
合
で
出
来
上

が
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、CoO

・CuO

・Cr
2 O

3

な
ど
釉
色
に
関
係

す
る
酸
化
金
属
が
少
量
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
直

接
釉
性
状
に
関
わ
ら
な
い
の
で
、
別
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
般
的
に
北
宋
以
前
の
釉
薬
は
、
媒
熔
剤
に
加
え
素

地
と
し
て
用
い
る
に
は
耐
火
度
の
足
り
な
い
素
地
原
料
の
二
種
で
単

純
に
調
合
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
一
見
複
雑
に
見
え
る
兎
毫
斑

釉
も
伝
統
的
調
合
法
か
ら
特
に
懸
け
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の
釉
を
“
土
釉
”
と
呼
ん
で
い
る
。
土
釉
は
、

現
在
で
も
山
東
省
博
山
、
山
西
省
招
賢
で
油
滴
釉
の
製
品
を
焼
造
し

図２　水吉建窯の陶瓷原料とその調合



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

九

�

��������������

����������������������������������������������

�������������������
��
	���������������

�������������������
��
	��������������
�������������������
��
	���������
��������
������������
���������������������
��
	����������
������������ ­������������
�����������������������
��
�	�������������� ­�����

���������������������������������������������������������

����������������������������������������
��������
�������������

�����������

�����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������
����������
���������
�����������

���������

��������������������������������������
����������
���

���������

��������������������������������������������������������
����

����������������������������
��

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

����������������������������

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

�������������������������������������
���

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������

表１　建窯天目碗の釉と胎土の化学組成

�

��������������

����������������������������������������������

�������������������
��
	���������������

�������������������
��
	��������������
�������������������
��
	���������
��������
������������
���������������������
��
	����������
������������ ­������������
�����������������������
��
�	�������������� ­�����

���������������������������������������������������������

����������������������������������������
��������
�������������

�����������

�����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

���������������������������������������
����������
���������
�����������

���������

��������������������������������������
����������
���

���������

��������������������������������������������������������
����

����������������������������
��

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

����������������������������

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������

�������������������������������������
���

��������������

����������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������



法
政
史
学

　
第
九
十
号

一
〇

て
い
る
が
含
鉄
黒
釉
土
一
種
を
釉
原
料
と
し
て
用
い
、
他
の
物
を
混

合
し
な
い
そ
う
で
あ
る）

（1
（

。

　

建
陽
瓷
厰
に
お
け
る
兎
毫
斑
天
目
碗
の
再
現
は
一
定
の
成
果
を
得

て
、
香
港
等
の
美
術
市
場
に
お
い
て
対
日
本
向
け
に
販
売
さ
れ
た
。

　

三
－
二
．
山
崎
の
示
し
た
分
析
値

　

山
崎
が
示
し
た
化
学
組
成
に
つ
い
て
の
論
文
発
表
以
降
、
中
国
科

学
院
上
海
硅
酸
塩
研
究
所
を
中
心
に
今
日
ま
で
に
複
数
の
追
加
報
告

が
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
と
比
較
考
察
す
る
と
、
山
崎
分
析
数
値

に
は
幾
ら
か
の
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

表
１
に
示
し
た
現
地
報
告
の
建
窯
黒
釉
の
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

N
a

2 O

の
平
均
値
は
約
〇
・
一
一
重
量
％
と
な
る
が
、
山
崎
分
析
で
は

〇
・
九
％
と
記
さ
れ
る
。
後
に
山
崎
の
行
っ
た
胎
土
（
先
の
釉
と
胎

は
同
一
瓷
片
と
は
限
ら
な
い
が
）
分
析
値
か
ら
、
建
陽
瓷
厰
の
松
灰

使
用
調
合
例
に
従
い
試
算
を
行
う
と
、N

a
2 O

は
〇
・
一
五
％
と
な
り

平
均
値
〇
・
一
一
％
に
近
い
値
を
も
つ）

（1
（

。
表
中
の
胎
土
でN

a
2 O

が
他

と
比
較
し
て
大
き
な
値
を
も
つ
も
の
は
倣
建
盞
素
地
土
〇
・
四
三
％

で
あ
る
。
こ
れ
に
瓷
厰
の
松
灰
で
釉
調
合
し
て
もN

a
2 O

の
値
は
、

山
崎
分
析
値
の
半
分
〇
・
四
五
％
と
な
る
。

　

ま
た
、
黒
釉
の
媒
熔
剤
と
し
て
加
え
ら
れ
る
木
灰
中
に
は
、
酸
化

マ
ン
ガ
ン
（M

nO

）
は
三
・
〇
重
量
％
程
度
含
ま
れ
る
。
調
合
を
反

映
し
二
割
見
当
の
〇
・
六
三
％
が
平
均
値
で
あ
る
が
、
山
崎
分
析
で

は
〇
・
〇
三
％
と
記
さ
れ
て
お
り
極
端
に
少
な
い
。
そ
も
そ
も
酸
化

マ
ン
ガ
ンM

nO

の
量
は
、主
に
灰
と
し
た
樹
木
の
生
育
環
境（
土
壌
）

に
依
存
し
て
い
る
事
が
多
い
。
釉
の
ガ
ラ
ス
成
分
と
な
る
胎
土
中
に

含
ま
れ
るM

nO

の
量
は
そ
れ
程
多
く
な
い
。
従
っ
て
、
別
種
の
樹

木
灰
を
使
用
し
な
い
限
り
、M

nO

は
三
・
〇
％
に
近
似
の
値
を
も
つ

も
の
で
あ
る
。
数
値
の
上
で
は
以
上
の
二
点
を
問
題
点
と
し
て
指
摘

で
き
る
。

　

こ
の
章
で
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
粘
土
質
原
料
の
風
化
に
つ

い
て
若
干
触
れ
て
お
く
事
に
す
る
。K

2 O
/N

a
2 O

比
は
、
化
学
組
成

中
の
酸
化
カ
リ
ウ
ム
を
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
各
含
有
モ
ル
（m

ol

）

値
で
除
算
し
た
も
の
で
、Goldich

の
風
化
安
定
系
列

）
（1
（

か
ら
推
察
し

母
岩
の
も
つ
元
数
値
に
対
し
てK

2 O
/N

a
2 O

比
率
の
大
き
い
も
の

ほ
ど
よ
り
風
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
目
安
に
な
る
。
ま
た
、
母

岩
の
風
化
が
進
み
ア
ル
カ
リ
が
溶
出
し
粘
土
鉱
物
が
生
成
さ
れ
る
と

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
量
が
相
対
的
に
増
加
す
る
の
で
、
こ
こ
で
も

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
ア
ル
カ
リ
分
合
計
各
モ
ル
（m

ol

）
値
で
除

し
た
値
も
風
化
の
程
度
を
表
す
指
数
と
な
る
。K

2 O
/N

a
2 O

比
率
と

A
l2 O

3 /
（K

2 O
+N

a
2 O

）
比
率
の
両
者
を
風
化
指
数

）
（1
（

と
し
て
各
種
原

料
を
調
査
す
る
と
、
一
般
的
な
瓷
器
用
セ
リ
サ
イ
ト
でK

2 O
/N

a
2 O

が
一
〇
～
二
〇
程
度
の
値
を
も
ち
、A

l2 O
3 /

（K
2 O

+N
a

2 O

）
が
四
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一
一

～
五
前
後
と
な
る
。
風
化
が
良
く
進
ん
だ
原
料
は
両
者K

2 O
/N

a
2 O

が
二
〇
以
上
一
〇
〇
ま
で
あ
り
、A

l2 O
3 /

（K
2 O

+N
a

2 O

）
が
六
以

上
と
な
る
。
産
出
原
料
や
古
瓷
片
胎
中
の
風
化
程
度
の
規
則
を
探
っ

て
ゆ
く
と
、
規
則
枠
か
ら
外
れ
た
も
の
が
現
れ
る
。
近
代
以
降
の
窯

業
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
工
的
に
二
種
以
上
の
原
料
の
調
合

を
行
う
と
、K

2 O
/N

a
2 O

が
一
以
下
と
な
る
に
も
関
わ
ら
ずA

l2 O
3 /

（K
2 O

+N
a

2 O

）
三
～
四
を
示
し
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
原
料
の

調
合
は
、
風
化
を
示
す
枠
か
ら
外
れ
る
事
で
容
易
に
判
断
で
き
る
。

な
お
、Al2 O

3 /

（K
2 O

+N
a

2 O

）は
簡
便
にA

l2 O
3 /R

2 O

と
表
記
す
る
。

　

こ
の
風
化
指
数
を
水
吉
建
窯
釉
に
適
用
す
る
と
表
２
の
よ
う
に
な

り
、
建
窯
釉
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
化
す
れ
ば
図
３
と
な
る
。
右
上
の
大

き
く
○
に
囲
っ
た
六
点
は
風
化
の
進
ん
だ
原
料
で
調
合
さ
れ
た
建
窯

釉
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
B10
の
一
点
が
○
よ
り
僅
か
に
左
下
に
外
れ
て

い
る
。
●
は
山
崎
分
析
の
釉
で
あ
り
、
建
窯
釉
グ
ル
ー
プ
か
ら
大
き

く
離
れ
て
い
る
。
即
ち
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
山
崎
分
析
値

で
は
、
報
告
さ
れ
る
幾
多
の
建
窯
釉
の
値
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も

の
と
な
る
。
ま
た
グ
ラ
フ
中
の
○
グ
ル
ー
プ
よ
り
離
れ
た
倣
建
盞
釉

二
点
に
つ
い
て
は
、
現
代
中
国
で
倣
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
分
析
値
を
取
り
上
げ
な
い
が
、
曜
変
天
目
の
制
作
で
知
ら
れ
た

孫
建
興
氏
の
調
合
釉
で
あ
る）

11
（

。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
も
伝
統
的
建
盞

釉
の
値
を
も
っ
て
い
な
い
。
反
対
に
○
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
建
盞

釉
の
も
つ
値
は
、
筆
者

が
こ
れ
ま
で
に
調
査
を

し
て
き
た
風
化
の
充
分

な
試
料
に
含
ま
れ
、
測

定
値
は
正
し
い
も
の
と

推
定
で
き
る
。

　

山
崎
分
析
を
含
む
三

点
の
分
析
値
は
、
図
か

ら
解
る
よ
う
に
建
窯
釉

グ
ル
ー
プ
の
範
囲
か
ら

逸
脱
し
て
お
り
、
示

さ
れ
る
数
値
は
長
石
や

石
灰
石
を
釉
原
料
と
す

る
近
代
釉
の
調
合
（
長

石
釉
）
に
似
た
人
工
混

合
を
行
っ
た
数
値
に
近

い
。
こ
れ
は
、
明
ら
か

に
宋
代
建
窯
黒
釉
の
実

際
を
示
し
て
い
な
い
。
た
だ
こ
こ
に
両
数
値
と
し
て
、
表
に
示
し
た

平
均
値
を
代
入
し
釉
調
合
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
調
合
に
は
、
①
釉

の
中
心
原
料
と
し
て
、
風
化
の
進
ん
だ
粘
土
を
用
い
る
こ
と
、
②
天
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然
灰
に
近
い
組
成
の
媒
熔
剤
を
使
用
す
る
こ
と
。
が
必
須
の
条
件
と

な
る
こ
と
が
解
る
。

　

こ
の
事
か
ら
、
釉
中
の
天
然
原
料
の
も
つ
構
造
と
微
量
成
分
こ
そ

が
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
施
釉
後
の
焼
成
と
い
う
化
学
変
化
の
中
で

建
窯
の
変
化
に
富
む
黒
釉
は
生
ま
れ
た
、
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
と

思
う
。
曜
変
天
目
も
こ
れ
等
の
一
種
で
あ
る
こ
と
の
可
能
性
は
か
な

り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
基
本
的
釉
組
成

は
土
釉
と
呼
ば
れ
る
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
釉
組
成
的
に
主
流
に

な
ら
な
い
少
量
含
ま
れ
る
元
素
に
つ
い
て
は
、
他
の
古
窯
か
ら
報
告

さ
れ
る
黒
釉
や
灰
類
を
取
り
上
げ
、
そ
の
分
析
値
か
ら
特
に
酸
化
リ

ン
の
添
加
に
つ
い
て
後
章
で
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

四
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
砕
片

　

杭
州
皇
城
出
土
の
黒
釉
碗
の
残
器
は
再
現
研
究
に
と
っ
て
重
要
な

意
味
を
も
つ
の
で
、
こ
こ
で
観
察
結
果
を
示
し
て
お
く
。
該
器
は
、

外
観
観
察
か
ら
南
宋
代
の
曜
変
天
目
と
し
て
よ
い
。
日
本
伝
世
の
曜

変
天
目
と
比
較
し
て
、
碗
内
の
斑
点
の
数
は
少
な
く
、
光
彩
部
の
面

積
は
数
倍
広
い
。
こ
れ
は
、
伝
世
品
に
比
べ
て
数
倍
派
手
な
器
と
言

う
こ
と
に
な
る
。
器
高
が
若
干
低
く
、
建
窯
で
使
用
の
Ｖ
字
形
匣
鉢

に
収
め
る
為
の
整
形
陶
范

）
1（
（

が
使
わ
れ
て
い
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。

図３　建窯釉の風化指数
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三

　

四
－
一
．
出
土
し
た
曜
変
天
目
砕
片
の
観
察

　

写
真
１
の
割
れ
口
か
ら
観
察
さ
れ
る
碗
の
断
面
に
は
、
新
旧
の
二

種
が
あ
り
、
古
い
部
分
に
は
長
期
に
埋
ま
っ
て
い
た
為
に
石
灰
化
し

た
周
辺
泥
土
が
固
く
こ
び
り
着
い
て
お
り
、
一
方
で
多
く
の
欠
損
部

分
の
断
面
は
思
っ
て
い
た
よ
り
鋭
く
、
破
損
し
て
か
ら
の
時
間
経
過

は
短
い
と
感
じ
た
。
同
破
砕
面
の
観
察
か
ら
、
素
地
土
粒
度
が
細
か

い
と
い
う
よ
り
均
質
な
感
じ
を
受
け
、
建
盞
で
時
々
見
ら
れ
る
大
粒

な
砂
粒
の
混
入
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
写
真
２
か
ら
釉
の
曜
変
部
分

は
碗
の
内
側
見
込
み
部
分
の
み
で
、
漆
黒
の
釉
中
に
、
錦
の
彩
布
の

よ
う
に
青
色
・
青
紫
色
・
紺
紫
色
・
緑
色
・
黄
色
・
紫
色
が
浮
か
ぶ
。

写
真
６
に
示
す
外
壁
は
漆
黒
の
黒
釉
中
に
、
ご
く
小
さ
な
青
紫
色
の

小
斑
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
静
嘉
堂
文
庫

曜
変
天
目
と
同
質
で
あ
る
。

　

写
真
３
に
示
す
よ
う
に
破
砕
面
を
更
に
拡
大
し
て
み
る
と
、
胎
土

上
辺
に
釉
層
が
確
認
さ
れ
、
両
者
の
間
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
り
、
明

確
な
中
間
層
は
確
認
で
き
な
い）

11
（

。
釉
層
全
体
は
黒
色
で
あ
り
、
割
れ

口
は
黒
曜
石
風
の
色
彩
と
鋭
さ
を
も
っ
て
い
る
。
釉
表
層
に
小
気
泡

が
集
ま
る
（
正
置
上
方
と
思
わ
れ
る
）
傾
向
が
見
ら
れ
、
釉
の
粘
性

は
比
較
的
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
破
砕
面
釉
の
表
層
に
極
薄
い
灰
色

層
と
見
え
る
部
分
も
あ
る
が
、
光
回
折
の
可
能
性
が
あ
り
黒
色
部
と

別
層
位
を
も
つ
も
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
胎
中
の
空
隙
が
多
く
観

察
さ
れ
る
。

　

釉
表
面
光
彩
の
拡
大
は
、
写
真
４
に
見
る
よ
う
に
極
め
て
美
し
い
。

特
異
部
分
に
つ
い
て
拡
大
し
て
み
る
と
、
斑
点
は
上
部
口
縁
部
か
ら

下
部
碗
底
部
に
向
け
て
楕
円
形
に
変
形
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
灰

色
斑
点
中
央
部
分
は
幾
ら
か
の
膨
ら
み
を
残
し
、
煮
え
た
様
な
突
起

部
を
残
す
も
の
も
あ
り
、
そ
の
一
方
で
灰
色
斑
点
は
黒
色
に
変
化
し

て
平
坦
と
な
り
中
央
部
位
に
若
干
の
白
砂
を
灰
色
部
に
残
す
程
度
に

播
い
た
よ
う
な
斑
点
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
両
者
の
中
間
風
の
も
の

に
灰
色
の
リ
ン
グ
状
で
囲
わ
れ
た
黒
色
斑
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
等
斑
点
の
構
造
上
の
違
い
は
焼
成
時
の
温
度
差
（
条
件
差
）
に
起

因
し
て
い
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
良
く
熔
け
た
も
の
と
そ
う
で
無

い
も
の
の
様
で
あ
り
、
斑
点
周
辺
の
光
彩
の
色
合
い
（
回
折
具
合
の

差
）
は
溶
融
程
度
の
異
な
る
両
者
に
若
干
の
違
い
を
見
せ
る
。
観
察

で
は
、
釉
中
か
ら
表
層
で
斑
点
と
な
る
結
晶
核
の
よ
う
な
も
の
が
浮

か
び
上
が
り
、
斑
点
と
な
っ
て
周
辺
の
釉
表
面
に
影
響
を
与
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

特
異
部
位
で
は
、
斑
点
周
辺
か
ら
発
し
た
よ
う
な
黄
色
・
緑
色
の

光
彩
が
樹
木
や
草
の
根
の
よ
う
に
、
楕
円
斑
点
の
長
軸
方
向
に
伸
び

て
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
等
の
内
に
は
、
正
置
状
態
で
下
か
ら
上

に
向
け
て
伸
び
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
珪
酸-

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
系
結

晶
の
類
に
近
い
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
大
部
分
が
最
大
面
積
を
も
つ
青
紫
色
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写真２　杭州出土の曜変天目碗残器（2）

写真１　杭州出土の曜変天目碗残器（1）
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五

写真３　杭州出土の曜変天目残器側断面拡大（3）

写真４　杭州出土の曜変天目釉表面特異部分拡大（4）
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面
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
碗
内
の
全
て
の
部
分
で
確
認
は
出
来
な

い
が
、
斑
点
内
部
に
向
け
て
伸
び
る
逆
の
パ
タ
ー
ン
は
無
い
よ
う
で

あ
る
。
青
紫
色
の
光
彩
と
同
様
に
、
斑
点
と
関
わ
り
斑
点
か
ら
発
し

た
も
の
の
様
で
あ
る
。

　

四
－
二
．
青
紫
色
小
斑
点
に
つ
い
て

　

青
紫
色
小
斑
点
に
つ
い
て
は
、
山
崎
曜
変
天
目
条
件
の
項
で
す
で

に
触
れ
た
。
こ
の
小
青
紫
色
を
も
つ
瓷
片
が
建
窯
窯
址
か
ら
出
土
し

た
こ
と
も
、
す
で
に
福
建
省
博
物
館
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
建
窯
窯
址
出
土
瓷
片
を
再
焼
成
実
験
を
し
た
時
も
、
小
青
紫

色
部
分
は
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
陶
片
資
料
は
比
較
的
数
量
も
多

く
、
数
点
に
留
ま
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
に
は
、
青
紫
色
中
央
に

灰
色
斑
点
を
も
た
ず
小
青
紫
色
光
彩
だ
け
が
観
察
さ
れ
る
。
写
真
５

は
、
蘆
花
坪
遺
址
で
収
集
さ
れ
た
資
料
写
真
で
あ
る
。
外
側
壁
口
縁

部
に
近
い
部
分
で
あ
り
、
釉
は
漆
黒
で
朱
矢
印
よ
り
上
部
方
向
が
口

縁
部
で
あ
り
小
銀
油
滴
班
が
密
集
し
て
い
る
。
一
部
油
滴
班
が
上
下

に
繋
が
り
、
更
に
熔
化
が
進
む
と
銀
兎
毫
紋
様
に
な
る
も
の
と
推
定

で
き
る
。
瓷
片
観
察
で
は
、
青
紫
色
は
釉
の
熔
化
が
進
み
流
動
し
て

い
る
部
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
理
由
に
つ
い
て
は
定
か
で
な

い
。

　

杭
州
出
土
の
曜
変
砕
片
に
は
、
外
壁
に
幾
ら
か
の
小
斑
点
が
見
ら

れ
、
周
囲
を
取
り
巻
く
よ
う
に
僅
か
に
青
紫
色
光
彩
が
観
察
さ
れ
る

（
写
真
６
）。
た
だ
、
油
滴
斑
で
は
内
外
共
に
近
似
し
た
斑
点
が
見
ら

れ
る
が
、
曜
変
天
目
の
外
壁
で
は
碗
内
面
に
比
較
し
て
小
斑
点
で
あ

り
、
数
量
も
少
な
い
。
内
壁
部
光
彩
と
は
大
き
く
異
な
り
、
青
紫
色

が
広
が
り
を
も
っ
て
い
な
い
。
外
壁
に
光
彩
部
分
が
少
な
い
こ
と
や
、

斑
点
の
周
辺
に
拡
散
し
て
い
な
い
事
な
ど
疑
問
は
多
い
が
そ
の
理
由

は
判
然
と
し
な
い
。
外
壁
部
の
灰
色
斑
点
に
つ
い
て
は
、
天
目
器
形

の
口
縁
部
で
俗
に
ス
ッ
ポ
ン
口
と
言
わ
れ
る
凹
凸
部
帯
に
連
続
し
て

確
認
で
き
る
。
口
縁
部
か
ら
流
下
し
た
釉
が
幾
ら
か
溜
ま
る
凹
部
直

下
の
凸
部
分
で
も
あ
り
、
斑
点
が
一
定
の
厚
み
を
も
た
な
い
と
現
出

し
な
い
の
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
釉
層
の
薄
い
部
分
に
連
続
し
て
い

る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
油
滴
釉
の
よ
う
に
滴
状
と
な
っ
て
釉
表
面
に
浮

か
び
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
混
濁
状
態
の
釉
が
極
め
て
薄
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
の
性
質
の
釉
物
質
濃
度
が
高
く
な
り
表
層

に
現
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
中
世
ま
で
は
こ
の
様
な
混
濁
状
態

の
釉
は
相
当
量
存
在
し
た
と
思
わ
れ
、
現
代
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

ボ
ー
ル
ミ
ル
を
用
い
た
緻
密
な
攪
拌
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
仮
に
釉

中
に
水
と
油
の
よ
う
な
混
濁
状
態
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
施
釉

条
件
に
よ
っ
て
碗
の
内
側
と
外
側
と
に
差
の
生
じ
る
こ
と
も
有
ろ
う

か
と
思
う
。

　

い
ま
一
つ
斑
点
の
生
じ
る
理
由
は
、
胎
中
に
存
在
す
る
空
隙
の
多
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七

写真６　杭州出土の曜変天目釉外壁口縁部に列をなす青紫色小斑点

写真５　建窯古窯址瓷片で観察される青紫色小斑点部分
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さ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
建
盞
試
料
の
焼
成
後
の
気
孔

率
が
九
・
〇
九
～
一
一
・
七
〇
％
・
吸
水
率
が
四
・
六
〇
～
五
・
一
三
％

と
い
う
報
告
が
、
そ
れ
を
現
わ
し
て
い
る）

11
（

。
空
隙
中
の
空
気
は
、
焼

成
時
正
置
に
置
か
れ
た
建
盞
の
上
方
に
抜
け
る
訳
で
あ
る
の
で
、
普

通
に
考
え
れ
ば
碗
の
内
側
に
斑
点
が
多
く
観
察
さ
れ
る
の
は
、
空
隙

が
関
わ
る
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
胎
土
中
の
空
気
が
釉

中
に
漏
れ
出
る
と
い
っ
た
単
純
な
話
で
は
な
い
が
、
焼
結
段
階
で
何

ら
か
の
関
わ
り
を
感
じ
る
。
碗
内
底
部
の
平
坦
部
分
に
比
較
的
多
く

の
斑
点
が
見
ら
れ
る
が
、
中
心
部
分
で
は
な
く
輪
状
に
小
斑
点
が
密

集
す
る
。
こ
れ
は
伝
世
の
三
点
に
も
共
通
し
て
お
り
、高
台
脚
部
（
畳

付
き
部
）
の
胎
の
厚
い
部
分
と
対
応
す
る
と
も
言
え
よ
う
。
胎
が
厚

い
事
で
、
そ
こ
に
存
在
す
る
空
隙
の
量
が
多
い
為
と
も
考
え
ら
れ

る
）
11
（

。
上
記
碗
外
周
の
小
斑
点
が
、
釉
層
の
薄
い
部
分
に
連
な
る
こ
と

も
、
或
い
は
胎
の
空
隙
と
関
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
茶
文
化
中
の
茶

碗
と
し
て
の
使
用
法
と
共
に
、
気
孔
率
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
事
と
す
る
。

　

四
－
三
．
共
伴
出
土
遺
物
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る

　

杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
碗
が
、
当
時
の
六
部
橋
“
都
亭
駅
”
か
ら

出
土
し
た
こ
と
は
記
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
同
時
出
土
品
と
し
て
伝
え

ら
れ
る
も
の
に
同
じ
建
窯
の
建
盞
が
報
告
書
（
鄧
禾
穎
「
南
宋
早
期

宮
廷
用
瓷
及
相
関
問
題
探
析-

従
原
杭
州
東
南
化
工
廠
出
土
瓷
器
淡

起
」『
東
方
博
物　

第
42
輯
』）
に
あ
る
。
正
確
な
考
古
学
調
査
で
は

な
い
の
で
、
元
来
、
幾
点
の
建
盞
が
出
土
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

報
告
書
に
は
計
四
点
の
砕
片
が
示
さ
れ
る
。
内
三
点
に
は
高
台
露
胎

部
に
漆
塗
り
が
施
さ
れ
て
お
り
、
内
一
点
に
《
供
御
》
の
文
字
が
刻

さ
れ
て
い
る
。
残
る
一
点
は
曜
変
天
目
碗
で
あ
り
、
該
碗
高
台
部
に

漆
塗
り
は
無
い
。
こ
の
こ
と
は
、
漆
塗
り
高
台
を
も
つ
三
点
と
、
曜

変
天
目
碗
の
用
途
が
若
干
異
な
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
漆
塗
り
の
状
態
が
良
く
残
る
こ
と
か
ら
、
火

災
を
受
け
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
報
告
書
写
真
か
ら
確
認
で
き
る

範
囲
で
は
、
い
ず
れ
の
四
点
も
還
元
に
よ
る
黒
色
胎
で
あ
る
。
報
告

書
に
記
さ
れ
る
内
容
か
ら
、
高
台
部
を
漆
塗
り
さ
れ
た
器
物
は
実
用

器
、
漆
塗
り
の
無
い
曜
変
天
目
碗
は
鑑
賞
器
で
あ
る
と
推
察
す
る
こ

と
も
許
さ
れ
よ
う
。《
供
御
》
の
刻
さ
れ
た
建
盞
が
皇
帝
献
上
用
の

最
高
級
品
で
あ
っ
た
な
ら
、
出
土
し
た
砕
片
も
含
め
世
に
現
存
す
る

何
れ
の
曜
変
天
目
碗
に
も
《
供
御
》
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

で
あ
ろ
う
か
。
与
え
ら
れ
た
少
な
い
情
報
か
ら
推
察
す
る
に
、
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

一
．
還
元
に
よ
る
黒
色
胎
の
碗
の
複
数
が
建
盞
名
品
と
し
て
我
が
国

に
伝
世
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
龍
窯
中
の
特
殊
位
置
で
焼
成
さ
れ
た

名
工
の
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

11
（

。



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

一
九

二
．
都
亭
駅
遺
址
か
ら
《
供
御
》
文
字
を
も
つ
天
目
碗
高
台
部
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
当
時
《
供
御
》
刻
字
は
、
不
要
な
刻

字=
傷
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
言
え
、
わ
が
国
に
現
存
す

る
曜
変
天
目
碗
資
料
に
一
点
の
《
供
御
》
文
字
が
刻
さ
れ
た
碗
も
無

い
こ
と
か
ら
、一
定
の
完
成
確
率
で
曜
変
が
得
ら
れ
る
も
の
の
、狙
っ

て
確
実
に
曜
変
天
目
碗
が
焼
造
出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
良

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
．
同
様
に
、
曜
変
天
目
釉
が
特
別
な
調
合
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
調
合
釉
工
程
や
施
釉
工
程
が
一
般
と
別
け
ら
れ
る
は
ず

で
あ
り
、
高
級
品
と
し
て
の
意
識
を
も
つ
《
供
御
》
文
字
の
曜
変
天

目
碗
が
あ
っ
て
よ
い
。
ま
た
我
が
国
古
文
献
に
建
盞
《
供
御
》
刻
字

に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
複
数
の
招
来
さ
れ
た

建
盞
に
刻
字
は
無
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
可
能
性
と
し
て

も
う
少
し
多
く
の
曜
変
碗
の
伝
世
品
が
、
特
に
中
国
国
内
に
あ
っ
て

よ
い
。
こ
の
こ
と
は
北
宋
代
の
汝
窯
生
産
器
物
の
様
に
、
南
宋
代
の

曜
変
天
目
碗
が
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
。
す
な
わ
ち
、
特
殊
な
曜
変
釉
の
存
在
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

四
．
焼
成
途
中
の
釉
性
状
の
違
い
を
考
慮
し
て
複
数
の
釉
を
準
備
す

る
と
言
う
考
え
は
、
建
窯
の
よ
う
な
土
釉
を
基
本
と
す
る
窯
場
に
存

在
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
南
宋
中
期
の
土
釉
で
は
、
お
そ
ら

く
媒
熔
剤
の
量
を
調
整
す
る
程
度
が
釉
調
合
の
技
の
限
界
で
あ
っ
た

ろ
う）

11
（

。
先
に
示
し
た
図
３
の
建
窯
釉
の
風
化
指
数
で
も
建
窯
釉
は
円

状
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
特
殊
な
調
合
が
成
さ
れ
て
い
な

い
事
が
読
み
取
れ
る
。
む
し
ろ
そ
の
当
時
、
媒
熔
剤
の
灰
類
に
様
々

な
工
夫
を
加
え
る
こ
と
が
調
合
の
基
本
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
す

な
わ
ち
、
建
盞
釉
の
特
徴
と
し
て
知
ら
れ
る
兎
毫
・ 

油
滴
・
曜
変
の

三
種
の
釉
は
、
個
別
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
焼
成
完
了
前

に
出
来
上
が
り
を
予
想
で
き
る
状
態
で
作
ら
れ
て
い
な
い
と
推
察
す

る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
同
調
合
の
釉
か
ら
生
産
さ
れ
た
可
能
性

が
高
く
、
焼
成
時
の
温
度
差
・
酸
化
還
元
の
違
い
や
・
昇
温
冷
却
等

の
条
件
差
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

　

以
上
の
条
件
か
ら
、
都
亭
駅
遺
址
出
土
の
建
盞
は
、
建
窯
の
七
○

m
か
ら
九
〇
m
に
及
ぶ
龍
窯
の
、
限
ら
れ
た
領
域
に
窯
詰
の
行
わ
れ

る
貢
瓷
を
視
野
に
入
れ
た
作
品
群
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
素
地
土
原
料

や
釉
と
共
に
特
殊
・
特
別
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

窯
中
で
置
か
れ
た
場
所
は
、
胎
が
黒
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
還
元
炎

状
態
で
焼
成
の
終
わ
る
場
所
と
い
う
条
件
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

建
盞
の
各
種
釉
表
情
は
焼
成
条
件
の
差
に
よ
り
生
じ
た
と
考
え
、
条

件
の
差
の
中
に
は
再
焼
成
す
な
わ
ち
二
度
焼
き
の
可
能
性
も
考
え
に

入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
曜
変
の
焼
造
も
そ
の
範
疇
に
あ
る
も
の
と

推
察
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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四
－
四
．
古
窯
址
出
土
瓷
片
観
察
か
ら
何
が
解
る

　

実
験
考
古
学
の
世
界
で
は
、
古
窯
址
に
廃
棄
さ
れ
た
失
敗
作
品
は
、

ま
た
、
完
成
さ
れ
た
作
品
と
同
様
に
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
失

敗
作
品
か
ら
様
々
な
生
産
工
程
が
推
察
で
き
た
り
、
失
敗
作
品
を
年

代
順
に
並
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
完
成
作
品
へ
の
発
展
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
何
よ
り
も
過
去
の
工
人
等
の
行
っ
た
試
行
錯
誤

の
後
に
、
見
出
し
目
指
し
た
正
し
い
手
法
を
推
察
で
き
る
。
特
に
本

論
の
よ
う
な
再
現
研
究
で
は
、
古
窯
址
に
放
置
さ
れ
た
茶
碗
砕
片
か

ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
目
指
す
同
年

代
作
品
の
失
敗
例
は
大
変
貴
重
だ
が
、
そ
れ
を
現
代
で
試
作
し
て
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
た
失
敗
例
も
ま
た
完
成
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
報
告
書
の
記
載
か
ら
二
例
を
示

し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

四
‐
五
．
装
飾
法
と
し
て
の
斑
点

　

建
窯
遺
址
出
土
品
に
、
鷓
鴣
斑
と
呼
ば
れ
る
斑
点
を
も
つ
天
目
碗

砕
片
が
あ
る
。
兎
毫
状
の
筋
目
を
も
つ
碗
内
面
に
、
複
数
の
大
豆
の

大
き
さ
の
白
色
斑
点
を
も
つ
碗
で
あ
る
。
白
色
斑
点
は
比
較
的
内
底

部
に
集
ま
っ
て
お
り
、
口
縁
部
直
下
に
斑
点
は
少
な
い
。
ま
た
、
外

壁
に
は
斑
点
は
無
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
白
色
斑
点
は
人
工

的
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
で
あ
る）

11
（

。
材
料
的
に
は
、
一
般
に

山
砂
と
呼
ば
れ
る
長
石
と
珪
石
の
砂
状
混
在
物
を
細
か
く
擂
っ
て
、

こ
れ
等
を
筆
な
ど
で
塊
状
に
施
釉
後
の
碗
内
に
置
い
た
と
思
わ
れ
る

も
の
で
、
焼
成
時
の
高
温
で
熔
け
て
焼
き
付
い
て
い
る
。
ま
た
、（
写

真
７
）
の
黒
釉
鉄
銹
斑
碗
は
、
建
窯
窯
址
出
土
品
で
、
こ
れ
も
鉄
斑

を
人
工
的
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
両
者
を

比
較
す
る
と
、
鷓
鴣
斑
を
持
つ
碗
に
比
較
し
て
鉄
銹
斑
碗
の
黒
釉
流

動
性
が
大
き
い
為
か
斑
紋
が
碗
底
に
向
か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
ま
た

口
縁
部
の
黒
釉
は
釉
切
れ
が
あ
っ
て
胎
色
の
茶
色
が
見
ら
れ
る
。
鷓

鴣
斑
碗
で
は
黒
釉
の
流
動
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
斑
紋
白
色
部
分
は

僅
か
な
膨
ら
み
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人

工
的
斑
点
を
も
つ
碗
類
が
建
窯
で
幾
種
か
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
）
11
（

。
し
か
し
伝
世
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
鷓
鴣
斑
を
も
つ
砕
片
の
出
土
で
、
少
し
今
ま
で
の
考
え
方
を

変
え
る
必
要
が
起
き
た
。
そ
れ
ま
で
、
油
滴
な
ど
比
較
的
大
き
な
斑

点
を
も
つ
碗
類
も
、
そ
の
斑
点
は
熟
成
し
た
釉
の
結
晶
斑
と
し
て
釉

表
面
に
析
出
し
た
と
我
々
は
認
識
し
て
き
た
よ
う
に
思

）
1（
（
11
（

う
。
そ
も
そ

も
人
工
的
手
描
き
斑
点
を
有
す
る
碗
が
存
在
す
る
事
す
ら
考
え
て
来

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
人
工
的
と
認
識
で
き
る
斑
点
を
見
る

こ
と
で
、
再
度
、
曜
変
天
目
の
斑
点
は
人
工
的
か
結
晶
釉
の
自
然
析

出
か
と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
を
も
つ
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
古
窯
址
で
見
ら
れ
る
瓷
片
に
は
、
大
型
の
鉢
で
銀
油



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

二
一

滴
斑
を
持
つ
も
の
が
少
数
存
在
す
る
。
少
数
の
瓷
片
に
共
通
す
る
の

は
、
胎
色
が
黒
色
の
還
元
炎
で
焼
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

五
．
古
窯
址
環
境
と
“
釉
庫
”
に
つ
い
て

　

水
吉
建
窯
古
窯
址
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
著
者
が
初
め
て
建
窯

窯
址
を
訪
ね
た
の
は
、
一
九
八
七
年
五
月
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
事

に
つ
い
て
は
「
杭
州
出
土
の
窯
変
天
目
」『
人
文
科
学
年
報　

第
43

号2013

』
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
の
文
中
で
“
水
吉
建
窯
古

窯
址
探
査
”
と
し
て
詳
細
に
報
告
し
た
。
実
際
に
陶
瓷
器
を
制
作
す

る
著
者
は
、
無
論
曜
変
天
目
碗
に
強
い
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
、

何
よ
り
も
建
盞
が
生
ま
れ
て
く
る
環
境
を
知
り
た
か
っ
た
。
窯
址
の

あ
る
場
所
の
一
般
土
壌
は
何
色
か
。
田
や
畑
は
龍
窯
の
位
置
と
ど
の

様
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
周
囲
の
山
の
高
さ
と
斜
面
の
角
度

は
ど
の
様
な
も
の
か
。
生
え
て
い
る
樹
木
の
種
類
は
何
か
。
港
と
村

落
、
古
窯
址
と
の
位
置
関
係
と
相
互
の
距
離
は
な
ど
、
生
産
環
境
そ

の
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
。
ラ
テ
ラ
イ
ト
性
の
土
壌
は
レ
ン
ガ
色
の

赤
土
で
、
水
田
か
ら
は
赤
色
の
米
が
収
穫
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

真
っ
赤
で
あ
っ
た
。
窯
址
の
あ
る
池
中
村
の
傍
ら
を
流
れ
る
大
河
南

浦
溪
と
直
角
に
深
く
低
湿
地
が
広
が
り
、
山
の
高
さ
も
適
当
で
斜
面

角
度
も
窯
焚
き
に
適
当
な
小
山
が
複
数
見
ら
れ
、
燃
焼
に
重
要
な
風

向
き
の
条
件
も
良
い
。
周
辺
の
山
々
の
大
樹
に
松
が
圧
倒
的
に
多
く
、

写真７　古窯址採集黒釉鉄銹斑碗
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代
々
の
植
林
の
結
果
か
も
知
れ
な
い
が
燃
料
に
事
欠
か
な
い
。
中
で

も
蘆
花
坪
窯
の
条
件
は
良
く
、
山
は
な
だ
ら
か
に
連
な
っ
て
お
り
風

の
流
れ
も
最
適
で
、
港
へ
も
近
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
後
述
文

書
に
か
か
わ
る
事
項
と
し
て
、
か
つ
て
古
窯
址
に
存
在
し
た
地
名
に

つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　

か
つ
て
建
窯
古
窯
址
に
は
“
釉
庫
”
と
呼
ば
れ
る
小
溜
池
が
存
在

し
た
。
池
中
村
に
在
る
建
陽
瓷
厰
の
調
査

）
11
（

に
よ
る
と
、こ
の
地
に
“
釉

庫
”
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
そ
の
位
置
は
牛
皮
崙
遺
趾
下
の
稲
田
中
と
あ
る
。
小
さ
な
爛
泥

塘
（
古
池
）
で
、
現
在
で
は
地
形
が
す
っ
か
り
変
わ
り
流
れ
来
た
泥

で
塞
が
り
浮
き
草
が
生
え
て
い
る
始
末
で
、
釉
庫
の
基
本
的
枠
組
み

の
痕
跡
す
ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
う
事
で
あ
る
。
探
査
す
る
と
庵

尾
山
窯
の
や
や
南
よ
り
に
あ
っ
た
直
径
一
〇
m
程
度
の
小
さ
な
池
で

あ
る
と
思
わ
れ
、
著
者
調
査
時
に
お
い
て
も
同
様
に
水
草
に
覆
わ
れ

て
い
た
。
地
名
か
ら
し
て
建
盞
釉
と
の
関
わ
り
を
推
察
さ
せ
る
が
、

何
故
そ
れ
が
水
を
湛
え
た
池
な
の
か
、
い
つ
の
時
代
の
命
名
か
、
ど

の
様
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
な
い
。
命
名
の
由
来
は
定
か
で

な
く
、
地
元
民
の
伝
承
で
あ
る
。
し
か
し
元
来
地
名
と
い
う
の
は
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
変
わ
ら
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

建
盞
再
現
を
目
指
し
た
地
元
瓷
厰
で
は
こ
の
小
溜
池
の
底
部
泥
土
を

採
取
し
分
析
し
た
が
、
釉
成
分
と
は
掛
け
離
れ
た
化
学
組
成
で
あ
っ

た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
化
学
組
成
の
数
値
の
報
告
は
無
い
。

　

仮
に
南
宋
代
の
地
名
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
、“
釉
庫
”
名
か
ら

は
周
囲
諸
窯
が
共
有
す
る
施
設
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
然
村
で
あ

る
后
井
村
周
辺
は
平
地
で
、
現
在
は
周
囲
を
田
畑
が
囲
っ
て
い
る
が
、

周
辺
は
盆
地
様
に
低
い
山
々
が
廻
り
そ
こ
に
は
知
ら
れ
る
だ
け
で
も

唐
～
元
代
ま
で
一
一
基
の
龍
窯
が
煙
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
水

吉
建
窯
古
窯
群
と
呼
ば
れ
る
放
射
状
に
広
が
る
物
原
に
は
、
そ
の
八

割
以
上
が
兎
毫
盞
と
烏
盞
の
砕
片
が
散
ら
ば
る
。
ど
の
窯
の
釉
性
状

も
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
諸
窯
の
共
同
作
業
と
し
て
“
釉
庫
”
と
呼

ば
れ
る
溜
池
で
調
合
・
調
整
が
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

曜
変
天
目
の
再
現
を
目
的
に
調
査
研
究
を
記
し
た
本
論
と
し
て

は
、
こ
こ
ま
で
が
ほ
ぼ
事
実
関
係
が
確
認
で
き
る
事
項
と
し
て
記
す

こ
と
が
で
き
る
。

六
．
曜
変
天
目
の
再
現
研
究

　

我
が
国
に
伝
世
す
る
名
宝
の
な
か
で
も
、
格
別
な
美
し
さ
を
も
ち

滅
多
に
公
開
さ
れ
な
い
特
別
な
茶
碗
が
曜
変
天
目
で
あ
っ
た
。

　

曜
変
天
目
の
再
現
研
究
の
手
始
め
と
し
て
、
曜
変
天
目
釉
の
化
学

組
成
を
知
り
た
い
と
い
う
現
代
陶
芸
作
家
等
の
強
い
要
求
が
あ
っ

た
。
釉
の
材
料
と
共
に
調
合
割
合
を
知
り
、
も
う
一
つ
の
条
件
と
し

て
の
焼
成
法
に
挑
戦
を
行
い
、
未
だ
か
つ
て
誰
と
し
て
成
し
遂
げ
た
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査
報
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（
水
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二
三

こ
と
の
な
い
曜
変
天
目
の
再
現
を
行
い
た
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
曜
変
天
目
釉
の
化
学
組
成
に
つ
い
て
一
度
と
し
て
分

析
さ
れ
た
事
は
無
い
。
日
本
に
残
る
曜
変
天
目
碗
は
全
て
貴
重
な
美

術
品
と
し
て
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
為
に
分
析

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
や
破
壊
分
析
は

不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
可
能
性
を
示
し
た
の
は
、
先
に

挙
げ
た
山
崎
に
よ
る
建
窯
瓷
片
外
壁
に
残
る
小
青
紫
色
部
分
の
み
で

あ
る
。

　

六
－
一
．
化
学
組
成
に
み
る
釉
中
の
少
量
成
分
酸
化
リ
ン

　

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
曜
変
天
目
を
除
く
建
窯
瓷
片
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
に
比
較
的
多
く
の
化
学
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
主
に

代
表
的
天
目
器
形
が
生
産
さ
れ
た
北
宋
末
か
ら
南
宋
中
期
の
瓷
片
を

中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
建
窯
盛
期
の
兎
毫
紋
や

油
滴
斑
を
も
つ
天
目
茶
碗
が
生
産
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
、
曜
変
天

目
が
生
産
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
も
推
定
さ
れ
た
。

　

再
び
建
窯
の
釉
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
改
め
て
素
地
土
と
釉

を
作
る
為
の
木
灰
に
注
目
し
て
み
る
と
、
建
盞
釉
と
一
般
的
な
現
代

の
天
目
釉
と
呼
ば
れ
る
黒
釉
に
比
し
て
成
分
と
し
て
特
徴
の
あ
る
も

の
は
、
一
．
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
多
い
。
二
．
酸
化
鉄
が
六
％
前

後
で
現
代
調
合
に
比
較
し
て
や
や
少
な
め
で
あ
る
。
三
．
酸
化
チ
タ

ン
に
つ
い
て
、
土
釉
と
し
て
の
分
析
値
か
ら
は
少
な
い
値
を
も
ち
、

胎
土
か
ら
の
調
合
値
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
る
。
四
．
酸
化
リ
ン
が
多
い

（
詳
細
後
述
）。
の
四
種
で
あ
り
、
こ
の
他
に
は
酸
化
マ
ン
ガ
ン
が
や

や
多
め
で
あ
る
。
一
．
二
．
と
三
．
に
つ
い
て
は
、
風
化
の
十
分
進

ん
だ
一
般
粘
土
質
物
の
特
徴
と
み
て
良
い
。
こ
れ
等
の
成
分
か
ら
、

様
々
な
ス
ピ
ネ
ル
（
ス
ピ
ネ
ル
グ
ル
ー
プ
に
属
す
）
を
作
り
や
す
い

事
を
挙
げ
ら
れ
る
。
近
似
の
特
徴
を
も
つ
粘
土
質
物
が
産
出
す
る
可

能
性
は
、
水
吉
鎮
近
傍
の
窯
業
地
に
は
他
に
も
複
数
在
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
三
．
酸
化
チ
タ
ン
と
四
．
の
酸
化
リ
ン
の
含
有
量
に
つ
い

て
は
、
素
地
土
に
木
灰
単
味
を
加
え
た
だ
け
の
土
釉
か
ら
は
逸
脱
し

て
い
る
。
釉
中
の
酸
化
チ
タ
ン
割
合
に
つ
い
て
は
、
素
地
土
か
ら
の

依
存
度
が
高
く
八
割
に
及
ぶ
の
で
、
近
似
の
耐
火
度
不
足
の
異
な
る

原
料
使
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
建
盞
に
含
ま

れ
る
酸
化
チ
タ
ン
の
量
は
、
同
じ
土
釉
の
吉
州
窯
産
黒
釉
と
比
較
し

て
も
少
な
く
、
半
分
程
度
で
あ
る
。
今
後
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　

黒
釉
の
性
状
を
決
め
る
主
要
成
分
に
対
し
て
釉
中
に
含
ま
れ
る
少

量
成
分
は
、
色
彩
に
直
接
影
響
す
る
顔
料
成
分
、
色
の
濁
り
や
特
殊

な
結
晶
を
生
み
出
す
切
っ
掛
け
を
作
る
成
分
な
ど
少
量
元
素
が
様
々

な
役
割
を
持
つ
。
な
か
で
も
酸
化
リ
ン
や
酸
化
チ
タ
ン
は
、
結
晶
釉

を
構
成
す
る
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
建
窯
釉
を
例
に
す
れ
ば
兎
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第
九
十
号

二
四

毫
釉
や
油
滴
釉
は
、
両
元
素
を
必
要
量
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ

て
く
る
と
言
っ
て
よ
い
。
現
代
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
結
晶
釉
に
不
可
欠

な
元
素
を
燃
料
松
灰
と
赤
土
（
素
地
土
）
調
合
で
不
足
す
る
場
合
は
、

必
要
な
成
分
と
し
て
他
原
料
を
添
加
す
れ
ば
良
い
。

　

表
３
は
良
く
知
ら
れ
る
酸
化
リ
ン
を
多
く
含
む
灰
類
一
覧
で
あ

る
。
表
中
骨
灰
は
、
中
国
唐
山
で
骨
灰
瓷
器
用
と
し
て
五
酸
化
二

リ
ン
（P

2 O
5

）
四
四
・
一
重
量
％
と
最
大
割
合
が
報
告
さ
れ
る
。
つ

づ
い
て
椿
の
種
子
灰
に
含
ま
れ
る
割
合
は
三
六
・
三
％
と
多
く
、
り

ん
ご
の
種
子
灰
も
一
三
・
四
％
と
比
較
的
多
い
。
中
国
で
は
白
楊
灰

も
一
三
・
三
％
と
り
ん
ご
種
子
灰
に
次
ぐ
。
酸
化
リ
ン
を
ど
の
種
類

の
釉
に
用
い
る
か
に
よ
る
が
、
一
般
に
は
少
量
で
効
果
が
高
く
、
釉

が
添
加
物
に
含
ま
れ
る
鉄
分
で
汚
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
選
択
す

る
。
中
で
は
鉄
分
の
少
な
い
骨
灰
が
好
ま
れ
る
。
こ
こ
で
論
じ
て
い

る
黒
釉
の
場
合
は
、
も
と
も
と
黒
色
と
す
る
た
め
の
着
色
剤
酸
化
鉄

を
多
く
含
む
の
で
、
灰
中
の
鉄
の
含
有
量
に
左
右
さ
れ
な
い
。
そ
こ

で
建
窯
で
の
利
用
は
、
入
手
の
し
易
さ
か
ら
も
椿
種
子
の
灰
を
選
択

す
る
の
が
最
も
良
い
。
し
か
し
北
宋
代
後
半
か
ら
南
宋
代
の
こ
の
時

期
に
、
建
窯
に
お
い
て
結
晶
釉
の
特
色
を
得
る
た
め
に
椿
種
子
の
み

を
大
量
に
集
め
、
別
途
椿
種
子
灰
を
作
成
し
て
添
加
し
た
と
は
考
え

難
い
。
確
か
に
中
国
文
化
の
中
に
は
、は
る
か
に
多
く
の
経
験
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
技
が
存
在
す
る
。
こ
の
様
な
経

表３　酸化リンを多く含む灰類の化学組成
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二
五

験
則
が
建
窯
結
晶
釉
に
有
っ
た
と
し
て
、
そ
の
手
法
で
は
納
得
で
き

な
い
次
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

油
滴
等
の
結
晶
釉
に
必
要
な
酸
化
リ
ン
が
、
建
窯
で
経
験
則
に

よ
っ
て
特
殊
な
植
物
灰
が
添
加
さ
れ
て
い
た
と
し
よ
う
、
そ
れ
で
は

何
故
に
特
別
な
結
晶
釉
を
も
た
な
い
吉
州
窯
の
黒
釉
や
他
黒
釉
窯
に

お
い
て
も
豊
富
な
酸
化
リ
ン
を
含
む
の
か
。
従
来
黒
釉
調
合
の
手
法

と
は
、
赤
松
の
灰
（
燃
料
灰
）
に
赤
土
（
胎
土
）
を
適
量
加
え
た
二

成
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
生
産
に
最
も
身
近

な
両
原
料
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
窯
場
で
も
入
手
で
き
釉
調
合
出
来

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
化
学
組
成

的
に
は
、
釉
の
基
本
構
造
が
対
象
試
料
の
分
析
結
果
に
凡
そ
近
似
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
酸
化
リ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
種
混
合

釉
で
は
ど
の
様
な
調
合
試
算
を
行
っ
て
も
含
有
量
の
不
足
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
対
象
と
な
る
宋
代
に
は
、
黒
釉
を
調
合
す
る
の
に
建

窯
で
も
吉
州
窯
で
も
黒
釉
瓷
焼
造
の
他
窯
で
も
共
通
し
た
技
が
有

り
、
現
代
の
我
々
が
知
ら
な
い
、
伝
統
技
法
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
た

宋
代
黒
釉
調
合
の
基
本
技
法
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
技
法

と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
推
察
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

　

六
－
二
．
釉
中
の
酸
化
鉄
と
酸
化
リ
ン
の
変
遷

　

宋
代
に
留
ま
ら
ず
対
象
年
代
と
地
域
を
広
げ
て
、
黒
釉
に
含
ま
れ

る
酸
化
リ
ン
の
変
遷
を
見
て
み
る
。
図
４
は
、
唐
代
か
ら
元
代
ま
で

の
黒
釉
中
の
酸
化
鉄
の
量
と
酸
化
リ
ン
の
量
を
巻
末
表
４
か
ら
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
黒
釉
中
に
含
ま
れ
る
酸
化
鉄
の
量
は
四
・

三
一
％
か
ら
八
・
四
九
％
ま
で
と
広
い
が
、
多
く
が
五
・
〇
％
か
ら
六
・

五
％
に
収
ま
る
。
同
じ
黒
釉
で
あ
っ
て
も
酸
化
リ
ン
を
多
く
含
み
一
・

三
五
％
平
均
で
広
く
拡
散
す
る
一
群
と
、
〇
・
二
％
平
均
で
集
中
す

る
一
群
に
二
分
さ
れ
る
。
元
代
の
黒
釉
は
全
て
〇
・
二
％
グ
ル
ー
プ

に
含
ま
れ
、
更
に
華
北
の
耀
州
窯
や
華
南
の
景
徳
鎮
窯
の
黒
釉
も
酸

化
リ
ン
の
少
な
い
値
を
持
つ
。
そ
の
一
方
で
、
唐
代
の
長
沙
銅
官
窯

黒
釉
で
は
酸
化
鉄
八
・
〇
％
・
酸
化
リ
ン
二
・
〇
二
％
と
多
く
の
酸
化

鉄
・
酸
化
リ
ン
を
含
み
、
建
窯
な
ど
黒
釉
瓷
を
中
心
に
生
産
す
る
窯

場
で
は
例
外
無
く
酸
化
リ
ン
リ
ッ
チ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
図
中

建
窯
試
料
は
、
●
に
表
示
し
て
い
る
。

　

図
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
酸
化
鉄
と
酸
化
リ
ン
の
両
者
に
は

全
く
比
例
関
係
が
無
い
こ
と
か
ら
、
酸
化
鉄
の
多
く
が
赤
土
等
の
粘

土
原
料
に
含
ま
れ
、
酸
化
リ
ン
は
媒
熔
剤
に
含
ま
れ
る
と
推
定
で
き

る
。
生
物
死
骸
が
堆
積
し
て
で
き
る
モ
ナ
ズ
石
な
ど
が
長
石
に
添
っ

て
含
ま
れ
る
例
も
あ
る
が
、
風
化
の
進
ん
だ
粘
土
原
料
に
残
留
す
る

割
合
は
極
微
量
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
釉
調
合
か
ら
考
え
れ
ば
、
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酸
化
鉄
は
粘
土
原
料
に
含
ま
れ
、
酸
化
リ
ン
は
媒
熔
剤
に
含
ま
れ
る

と
単
純
化
が
可
能
で
あ
る
。

　

同
図
か
ら
黒
釉
に
つ
い
て
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
ま
で
一
・
四
％
程

度
が
常
に
含
ま
れ
る
状
態
で
推
移
し
て
い
る
。
よ
り
簡
便
な
二
種
混

合
程
度
の
調
合
で
、
図
に
示
す
よ
う
な
比
較
的
広
い
酸
化
リ
ン
拡
散

域
を
持
つ
媒
熔
剤
と
言
う
事
に
な
る
。
元
代
後
半
以
降
で
は
、
一
・

四
％
を
含
む
釉
は
特
殊
な
用
途
を
除
け
ば
見
ら
れ
な
く
な
り
、
特
に

景
徳
鎮
な
ど
白
瓷
窯
で
生
産
さ
れ
た
黒
釉
瓷
で
は
含
有
量
も
少
な
く

〇
・
二
％
程
と
な
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
時
代
を
境
に
黒
釉
の
媒
熔
剤
そ

の
も
の
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
と
も
言
え
る）

11
（

。

　

ち
な
み
に
、
宋
代
に
な
る
と
釉
調
合
の
技
術
が
進
み
、
焼
成
窯
の

温
度
分
布
に
対
応
す
る
よ
う
に
釉
の
熔
化
温
度
を
調
整
す
る
よ
う
に

な
る
。
巻
末
に
図
４
で
使
用
し
た
黒
釉
化
学
組
成
一
覧
の
表
４
か
ら

ゼ
ー
ゲ
ル
式
を
求
め
、
図
５
と
し
てA

l2 O
3 -SiO

2

性
状
図
を
示
し

て
お
く
。
同
図
か
ら
は
、SiO

2

が
三
・
二
八
～
六
・
六
五
、A

l2 O
3

が

〇
・
四
三
～
一
・
一
六
と
媒
熔
剤
の
添
加
量
を
調
整
し
て
幅
広
く
熔
化

温
度
に
対
応
し
て
い
る
事
が
解
る
。
媒
熔
剤
の
多
少
に
よ
っ
て
酸
化

リ
ン
が
増
減
す
る
の
で
、
同
図
上
部
の
グ
ル
ー
プ
で
はP

2 O
5

は
〇
・

九
三
～
一
・
九
一
％
ま
で
二
倍
程
度
変
化
し
て
お
りA

l2 O
3 -SiO

2

性

状
図
に
沿
っ
て
い
る
。

　

六
－
三
．
釉
中
の
酸
化
リ
ン
を
ど
の
物
質
か
ら
得
る
か

　

問
題
の
酸
化
リ
ン
で
あ
る
。
土
釉
が
素
地
土
を
用
い
た
単
純
な
釉

で
あ
る
よ
う
に
、
も
う
一
方
の
釉
原
料
で
あ
る
媒
熔
剤
も
、
製
造
過

程
で
必
然
的
に
酸
化
リ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
し
ま
う
様
な
、
単
純
な

材
料
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
理
し
た
い
。
し
か
も

こ
の
材
料
は
水
吉
建
窯
の
複
数
の
窯
場
が
使
用
す
る
の
で
、
燃
料
赤

松
灰
の
よ
う
に
大
量
に
有
っ
て
、
し
か
も
入
手
が
極
め
て
容
易
で
、

そ
こ
に
使
用
の
必
然
性
が
あ
り
、
安
価
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
媒
熔
剤
は
、
陶
工
の
生
活
環
境
の
中
で
特
殊
な
も
の
で
無

く
、
身
近
で
普
段
か
ら
よ
く
利
用
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
水
吉
鎮
の
傍
ら
を
流
れ
る
南
浦
溪
は
、
建
陽
市
で

複
数
の
水
渓
と
合
流
し
建
渓
と
名
前
を
変
え
る
。
こ
の
建
渓
に
至

る
ほ
と
ん
ど
の
河
は
、
北
部
江
西
省
の
境
界
と
な
り
屏
風
の
よ
う

に
た
ち
は
だ
か
る
武
夷
山
系
を
そ
の
源
と
す
る
。
武
夷
山
は
標
高

二
，
〇
〇
〇
m
を
越
え
る
高
山
で
、
年
間
降
雨
量
は
二
，
二
〇
〇

mm
を
越
え
る
。
特
に
春
季
の
降
雨
量
は
多
く
、
こ
の
季
節
だ
け
で

一
，
二
〇
〇
mm
以
上
と
な
る
。
高
山
で
降
っ
た
大
量
の
雨
は
、
標
高

で
二
〇
〇
m
程
度
の
建
渓
に
流
れ
込
む
。
流
れ
が
急
峻
で
低
地
に
一

気
に
流
れ
込
む
と
、
建
渓
に
至
る
南
浦
溪
は
た
ち
ま
ち
氾
濫
し
た
に

違
い
な
い
。
写
真
．
８
で
挙
げ
た
よ
う
に
実
際
、
一
九
三
五
年
六
月

下
旬
に
プ
ラ
マ
ー
氏
が
初
め
て
建
窯
古
窯
址
調
査
を
行
っ
た
時
も
南
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図４　唐－元代黒釉瓷のP2O5－Fe2O3　含有量（重量％）

図５　唐－元代黒釉瓷のAl2O3－SiO2 性状図
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浦
溪
は
氾
濫
し
て
お
り
、
浙
江
江
山
鎮
か
ら
水
吉
建
窯
古
窯
址
ま
で

の
行
程
を
船
に
乗
船
し
て
行
わ
れ
た
。
春
に
多
く
見
ら
れ
る
豪
雨
に

よ
る
氾
濫
は
、
時
に
現
在
の
池
中
村
か
ら
后
井
村
・
大
路
村
を
含
む

広
範
な
地
域
を
水
没
さ
せ
、
こ
こ
に
広
い
湿
地
帯
を
形
成
し
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
氾
濫
に
よ
り
出
来
た
土
地
は
お
そ
ら
く
水
捌
け
が
悪

く
一
年
中
干
上
が
る
こ

と
が
無
く
、
水
生
植
物

の
藻
や
苔
、
蘆
や
萱
が

茂
り
枯
れ
て
腐
り
堆
積

し
、
こ
こ
に
は
黒
色
の

腐
植
泥
土
が
沈
殿
し
悪

水
の
溜
ま
る
池
や
沼
が

無
数
に
存
在
し
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

実
際
、
池
中
村
の
旧
名

池
墩
村

）
11
（

（
ち
と
ん
そ
ん
）

と
言
う
名
は
、
池
に
囲

ま
れ
た
中
に
あ
る
村
と

し
て
湿
地
の
広
が
り
と

村
と
の
関
係
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　

生
の
草
や
葉
が
枯
れ
た
時
、
そ
こ
に
は
次
世
代
生
育
に
必
要
な
要

素
が
含
ま
れ
る
事
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
リ
ン
が
植
物
生
育
に
必

要
な
成
分
で
あ
れ
ば
、
有
機
農
業
で
用
い
る
腐
葉
土
の
よ
う
に
、
堆

肥
は
身
近
な
材
料
で
あ
っ
た
。
富
栄
養
化
の
進
ん
だ
池
や
沼
で
は
、

多
く
の
リ
ン
の
蓄
積
が
確
認
で
き
る）

11
（

。
人
々
の
暮
ら
し
に
近
い
場
所

に
小
溜
池
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
水
生
植
物
の
腐
植
物
が
沈
殿
し
発
酵

し
て
、
上
水
（
う
わ
み
ず
）
や
底
部
泥
土
は
肥
料
と
し
て
か
つ
て

の
焼
畑
耕
作
地
に
作
ら
れ
た
農
作
物
畑
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高

い
）
11
（

。
底
部
に
溜
ま
っ
た
泥
土
を
、
釉
の
媒
熔
剤
と
し
て
用
い
た
可
能

性
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
。
釉
に
用
い
た
と
す
れ
ば
、
腐
植
泥
土
・
竃

の
木
灰
（
土
灰
）
な
ど
酸
化
リ
ン
に
富
む
土
釉
が
簡
単
に
出
来
上
が

る
訳
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
宋
代
水
吉
建
窯
諸
窯
の
龍
窯
と
龍
窯
と
の
間
の
湿
潤

な
低
地
に
は
、
黒
色
泥
土
の
多
く
の
小
溜
池
が
存
在
し
て
お
り
、
底

の
沈
澱
物
に
は
リ
ン
と
共
に
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
ア
ル

カ
リ
土
類
や
そ
の
他
豊
富
な
金
属
類
を
含
ん
で
い
た
。
こ
れ
が
釉
の

媒
熔
剤
と
し
て
、
周
辺
窯
で
消
費
す
る
大
量
の
釉
材
料
と
し
て
存
在

し
た
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。
こ
の
考
え
方
は
、
釉
中
に
多
く
含
ま
れ

る
酸
化
リ
ン
の
含
有
量
か
ら
だ
け
で
み
れ
ば
、
腐
植
泥
土
が
釉
材
料

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
た
事
に
矛
盾
は
無
い
の
で
あ
る）

11
（

。

　

改
め
て
、
古
窯
址
に
設
備
と
し
て
存
在
し
た
“
釉
庫
”
に
つ
い
て

写真８　水吉鎮近傍の氾濫した南浦溪と山上の塔
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考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
我
々
は
“
釉
庫
”
の
呼
称
に
つ
い
て
、
釉

を
貯
え
る
甕
の
よ
う
に
活
動
期
に
使
用
さ
れ
た
釉
が
そ
こ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
、
と
理
解
し
た
訳
で
あ
る
。
建
陽
瓷
厰
に
お
い
て
も
同
様

の
理
解
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
為
に
化
学
分
析
の
結
果
も
、
黒
釉
と

は
程
遠
い
組
成
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
建
窯

釉
を
構
成
す
る
材
料
の
一
部
（
媒
熔
剤
）
が
保
存
さ
れ
て
い
た
と
理

解
す
れ
ば
、
成
分
分
析
で
黒
釉
と
な
ら
ず
と
も
良
い
訳
で
あ
る
。
即

ち
“
釉
庫
”=

“
釉
材
料
庫
”
の
存
在
で
あ
る
。

　

龍
窯
一
基
当
た
り
の
陶
工
の
人
数
は
、
五
人
程
度
を
平
均
と
す
る

事
が
知
ら
れ
て
お
り）

11
（

、
或
い
は
五
家
族
で
の
共
同
作
業
と
し
て
春
先

の
新
芽
の
摘
み
取
り
作
業
や
春
草
の
刈
り
取
り
を
総
出
で
行
っ
て
い

た
。“
釉
庫
”周
辺
湿
地
の
萱
や
葦
が
含
む
珪
酸
類
や
水
草
等
と
共
に
、

長
老
の
指
導
の
も
と
“
釉
庫
”
へ
投
げ
入
れ
て
釉
の
媒
熔
剤
を
作
る

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
す
る
。“
釉
庫
”
で
調
合
さ
れ
る
媒

熔
剤
に
は
、
灰
類
（
赤
松
燃
料
灰
）
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
。
元
々
、
水
吉
建
窯
群
に
は
複
数
の
こ
う
い
っ
た
“
釉
庫
”

が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
土
釉
の
一
方
の
媒
熔
剤
が
、
上
記
の
サ

イ
ク
ル
で
作
ら
れ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
各
窯
各
工
房
で
は
釉
庫

か
ら
持
ち
来
た
っ
た
媒
熔
剤
に
素
地
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
建
窯
釉
を
完

成
さ
せ
た
事
と
な
る
。“
釉
庫
”
か
ら
工
房
に
運
ぶ
重
量
も
少
な
く

て
済
み
、
各
工
房
に
設
け
ら
れ
た
釉
罐
中
で
の
攪
拌
が
合
理
的
と
感

じ
る
。
こ
の
様
な
利
用
法
が
伝
統
の
黒
釉
調
合
に
広
く
使
用
さ
れ
て

い
た
と
す
れ
ば）

11
（

、
建
窯
だ
け
で
な
く
吉
州
窯
に
お
い
て
も
近
似
の
釉

組
成
を
持
つ
こ
と
と
な
る
訳
で
あ
り
、
一
定
以
上
の
酸
化
リ
ン
を
含

み
松
灰
だ
け
の
媒
熔
剤
と
は
異
な
る
化
学
組
成
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

組
成
中
多
く
の
酸
化
リ
ン
を
含
む
釉
を
も
つ
窯
業
生
産
地
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
小
溜
池
を
利
用
し
て
釉
材
料
を
作
る
“
釉
庫
”
が
存
在
し
た

事
と
な
る
。

　

化
学
的
知
識
が
充
分
発
達
し
て
い
な
い
こ
の
頃
で
は
、白
い
器
（
も

の
）を
焼
き
上
げ
る
為
に
は
白
い
土（
化
粧
土
）を
用
い
、黒
い
器（
も

の
）
を
焼
き
上
げ
る
為
に
は
黒
い
土
（
腐
植
泥
土
）
を
使
用
す
る
と

い
う
発
想
は
、
常
識
的
合
理
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

腐
植
泥
土
は
、
中
世
ま
で
用
い
ら
れ
た
中
国
伝
統
釉
の
媒
熔
剤
と

し
て
、
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
釉
原
料
と
し
て
提
示
で
き

よ
う
。

七
．
曜
変
天
目
が
も
つ
青
紫
色
の
光
彩

　

七
－
一
．
金
属
表
面
の
テ
ン
パ
ー
カ
ラ
ー
と
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー

　

青
紫
色
の
光
彩
は
、
ど
の
様
な
原
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
議
論
が
成
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
山
崎
の
示
し
た
釉
面
の
上
層
に
幾
層
か

に
重
な
っ
た
薄
膜
に
よ
る
光
の
干
渉
と
い
う
の
が
合
理
的
説
明
の
よ
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う
に
思
う
。

　

表
層
部
分
の
光
彩
は
構
造
色
に
よ
る
発
色
で
あ
り
、
虹
色
発
色
の

身
近
な
例
で
は
水
面
上
の
油
被
膜
や
鋼
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
焼
き
な
ま

し
時
の
金
属
表
面
の
色
彩
が
あ
る
。
ま
た
写
真
９
は
、
ス
テ
ン
レ
ス

部
の
表
面
に
イ
オ
ン
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ
り
チ
タ
ン
薄
膜
を

構
成
し
た
、
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
（
蒸
着
薄
膜
に
よ
る
干
渉
縞

）
11
（

）
と
呼
ば
れ

る
着
色
の
例
で
、
皮
膜
の
厚
み
に
応
じ
て
干
渉
色
が
変
化
す
る
。
被

膜
の
多
層
膜
干
渉
も
可
能
な
の
で
、
よ
り
複
雑
な
色
彩
が
現
出
す
る
。

　

で
は
、
こ
の
虹
色
が
ス
テ
ン
レ
ス
や
チ
タ
ン
の
金
属
表
面
に
出
来

上
が
る
に
ど
の
様
な
条
件

が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
手
始
め
に
こ
れ
ま
で

に
報
告
さ
れ
る
倣
曜
変
釉

と
し
て
、
人
工
で
光
彩
面

を
作
る
大
平
氏
の
例
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

れ
は
、
低
火
度
の
鉛
釉
で

高
温
黒
釉
の
表
面
に
銀
彩

面
を
形
成
し
、
そ
の
部
分

に
光
彩
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
光
彩

面
や
斑
点
を
筆
で
描
く
こ
と
か
ら
、
一
般
に
建
窯
で
行
わ
れ
た
生
産

法
と
同
一
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
虹
色
に
輝
く
回
折
格
子
に
よ

る
色
彩
は
静
嘉
堂
曜
変
天
目
の
発
色
に
近
し
い
も
の
で
、
一
見
復
元

製
作
が
行
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
高
温
焼
成
が

行
わ
れ
た
う
え
に
、
再
度
低
火
度
で
の
焼
成
が
行
わ
れ
る
二
回
焼
き

で
、
そ
の
上
建
盞
試
料
の
組
成
分
析
で
は
検
出
さ
れ
な
い
鉛
を
用
い

る
な
ど
、
完
全
復
元
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
製
作
手
法
の
実
際
に
つ

い
て
は
特
許
申
請
が
な
さ
れ）

1（
（

、
公
開
広
報
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

　
『
鉛
と
銀
を
含
む
曜
変
核
形
成
剤
を
準
備
し
、
天
目
釉
茶
碗
に
部

分
的
に
付
着
さ
せ
て
、
還
元
炎
焼
成
す
る
こ
と
で
ガ
ラ
ス
状
に
溶
融

し
た
斑
点
周
辺
に
光
彩
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
』
と
あ
る
。
請
求
項
に

は
、
こ
の
時
の
焼
成
温
度
は
六
〇
〇
～
八
〇
〇
℃
と
さ
れCO

濃
度

が
一
～
五
％
と
記
さ
れ
る
。

　

詳
細
な
説
明
で
は
、『
加
飾
剤
に
含
ま
れ
る
元
素
の
拡
散
蒸
着
現

象
を
利
用
し
た
陶
磁
器
へ
の
加
飾
法
』
と
し
て
お
り
、
金
属
蒸
着
と

そ
の
表
面
に
生
じ
る
酸
化
被
膜
が
発
色
を
誘
起
さ
せ
る
技
術
分
野
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
実
施
例
中
に
は
、
鉛
は
低
火
度
釉

と
し
て
の
材
料
の
一
部
（
釉
材
）
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
鉛
が
少

な
い
と
高
火
度
天
目
釉
か
ら
剥
が
れ
易
い
事
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
主
要
な
蒸
着
金
属
は
銀
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

写真９  IPカラー  東洋ステンレス研磨工業提供



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

三
一

　

も
う
一
件
は
福
島
の
会
津
工
業
高
等
学
校
セ
ラ
ミ
ッ
ク
科
で
行
わ

れ
た
再
現
研
究
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
高
温
黒
釉
の
上
に
二
酸
化

チ
タ
ン
の
水
溶
液
を
文
様
状
に
塗
布
加
飾
し
て
酸
化
炎
焼
成
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
筆
描
き
技
法
で
あ
る
。
高
温
一
度
焼
成
で

あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
る
建
盞
の
焼
成
法
に
合
致
す

る
が
、
微
量
の
着
色
用
元
素
を
黒
釉
中
に
混
ぜ
る
よ
う
に
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
が
曜
変
天
目
釉
に
近
い
内
容
を
持
つ
も
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
搔

い
摘
ん
で
記
す
。

　
『
基
礎
釉
と
し
て
透
明
長
石
釉

）
11
（

に
、
釉
着
色
剤
と
し
て
外
割
で
酸

化
第
二
鉄
（
黒
浜
）
八
wt
％
と
炭
酸
マ
ン
ガ
ン
六
wt
％
を
加
え
て

黒
釉
と
す
る
。
曜
変
核
加
飾
剤
（
二
酸
化
チ
タ
ン
水
溶
液
）
と
の

親
和
性
を
得
る
為
に
、
金
属
酸
化
物
ク
ロ
ム
・
コ
バ
ル
ト
・
チ
タ

ン
を
合
計
三
wt
％
以
下
を
加
え
る
。
該
釉
を
素
地
に
葉
書
一
～
一
・

五
枚
厚
で
施
釉
し
、
そ
の
上
か
ら
曜
変
核
加
飾
剤
を
用
い
加
飾
す

る
。
そ
の
際
、
良
く
浸
透
さ
せ
る
事
で
良
好
な
光
彩
が
得
ら
れ
る
と

さ
れ
る
。
そ
れ
を
九
時
間
の
酸
化
炎
で
、
最
高
温
度
一
二
六
〇
～

一
二
七
〇
℃
（
最
高
温
度
で
一
時
間
の
ね
ら
し
を
行
う
）
で
焼
成
す

る
。
一
二
〇
〇
℃
ま
で
一
時
間
待
っ
て
、
そ
の
後
は
自
然
冷
却
を
行

う
。』
と
記
さ
れ
る
。
小
型
電
気
炉
を
使
用
し
て
い
る
為
に
、
自
然

冷
却
は
急
冷
に
属
す
も
の
と
推
察
す
る
。
こ
こ
で
は
曜
変
核
周
辺
に

金
属
チ
タ
ン
を
拡
散
さ
せ
る
た
め
に
二
酸
化
チ
タ
ン
水
溶
液
を
用
い

て
お
り
、
こ
れ
が
黒
釉
表
面
に
金
属
薄
膜
を
構
成
し
て
い
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
無
論
詳
細
に
検
証
す
る
必
要
は
あ
る
の
だ
が
、
上
記

の
大
平
特
許
例
の
鉛
釉
と
銀
の
も
つ
役
割
を
、
チ
タ
ン
の
水
溶
液
に

す
る
こ
と
で
高
温
一
度
焼
成
と
し
て
低
温
度
で
の
焼
き
着
け
を
無
く

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
両
者
の
青
紫
色
曜
変
の
出
現
す
る
部
位
は
、
一
つ
は
銀
表

面
で
覆
わ
れ
、
他
方
は
チ
タ
ン
で
覆
わ
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
異
な
る

金
属
で
あ
る
。
二
つ
の
金
属
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
我
々
の
一
般
的

生
活
の
中
で
“
さ
び
”
に
強
い
、
さ
び
に
く
い
金
属
と
い
う
認
識
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
オ
ン
化
傾
向
が
小
さ
く
、
水
中
や
空

気
中
で
は
イ
オ
ン
交
換
が
行
わ
れ
ず
酸
化
し
に
く
い
金
属
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
イ
オ
ン
化
傾
向
の
小
さ
い
あ
る
種
の
金
属
で
は
、
加
熱

急
冷
却
に
よ
っ
て
空
気
中
で
そ
の
表
面
に
極
薄
い
酸
化
皮
膜
を
作

り
、
そ
の
皮
膜
が
回
折
格
子
を
形
成
し
、
光
を
当
て
る
と
虹
色
の
光

彩
を
発
す
る
。
釉
表
面
に
被
膜
を
構
成
す
る
と
テ
ン
パ
ー
カ
ラ
ー
・

Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
類
似
の
構
造
色
光
彩
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
昨
今
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
中
国
の
現
代
陶
芸
作
家

の
中
に
も
、
曜
変
天
目
の
再
現
に
挑
戦
し
完
成
を
報
告
す
る
人
達

が
現
れ
た
。
多
く
の
作
品
を
観
察
す
る
と
、
共
通
点
が
見
い
だ
せ

る
。
現
代
作
家
諸
氏
は
、
一
様
に
斑
点
・
光
彩
部
の
手
書
き
に
よ
る
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接
す
る
境
も
明
確
に
線
引
き
が
可
能
な
所
も
多
々
あ
る
。
何
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
斑
点
周
囲
の
光
彩
面
積
に
大
小
の
変
化
が
あ
り
、
光
彩
色
も

一
様
で
は
な
い
。
こ
の
様
に
、
古
瓷
と
再
現
瓷
の
両
者
の
光
り
方
は

若
干
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
薄
膜
層
の
構
造
が
異
な
る
為
と
考
え
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
薄
膜
層
の
出
来
方
に
も
異
な
る
部
分
が
有
る
よ

う
に
推
察
す
る
。
焼
成
条
件
の
異
な
る
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
ろ

う
が
、
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
発
生
と
類
似
の
釉
構
造
だ
け
で
は
忠
実
な
技
法

復
元
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

再
現
瓷
の
構
造
発
色
が
古
瓷
構
造
色
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
考
え

も
否
め
な
い
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
自
然
界
に
存
在
す
る
回
折
格
子

に
よ
る
構
造
色
が
、
曜
変
釉
の
光
彩
に
近
似
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

七
－
二
．
昆
虫
が
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
し
て
作
る
構
造
色

　

曜
変
釉
に
は
、
昆
虫
の
玉
虫
の
よ
う
な
、
回
折
格
子
を
も
つ
複
数

の
干
渉
層
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
も
推
察
で
き
る
。
昆
虫
が
自
ら
の

タ
ン
パ
ク
を
合
成
し
て
作
っ
た
、
キ
チ
ン
層
が
多
層
化
し
た
よ
う
な

構
造
を
も
つ
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
全
体
の
色

合
い
が
、
青
緑
色
の
波
長
近
辺
に
干
渉
波
長
が
近
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
玉
虫
の
羽
の
表
裏
面
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
写
真
10
・
11
に

示
す
よ
う
に
細
か
な
粒
状
の
キ
チ
ン
層
が
非
晶
質
状
に
並
び
、
そ
の

中
に
粒
の
大
き
な
半
球
状
の
構
造
が
疎
ら
に
散
っ
て
複
雑
な
干
渉
色

製
法
を
否
定
し
て
お
り
、
紋
飾
は
自
然
発
生
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ

な
ら
ば
斑
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
の
曜
変
天
目
砕
片
の
観
察
結
果

青
紫
色
小
斑
点
の
項
目
に
挙
げ
た
、
碗
見
込
み
底
部
の
輪
状
の
小
斑

点
の
集
合
は
、
自
然
発
生
と
し
て
再
現
瓷
も
伝
世
瓷
と
共
通
の
特
徴

を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
再
現
瓷
に
は
、
底
部
斑
点

の
集
合
部
に
不
自
然
さ
が
残
り
、
古
瓷
と
は
発
生
具
合
が
異
な
る
よ

う
に
思
う
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
で
画
廊
が
公
開
し
て
い
る
某
氏
制
作

の
窯
変
天
目
碗
（https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=K
-_

o9D
m

GhW
U

&
feature=youtu.be

）
が
示
す
よ
う
に
光
彩
部
分

の
色
合
い
や
移
り
変
わ
り
方
が
人
工
的
に
作
ら
れ
た
、
先
の
Ｉ
Ｐ
カ

ラ
ー
に
似
て
お
り
、
各
斑
点
を
中
心
に
短
い
周
期
で
変
化
が
見
ら

れ
、
黄
・
青
・
紫
青
・
臙
脂
と
薄
膜
厚
み
に
沿
っ
て
干
渉
色
が
規
則

的
に
移
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
周
辺
の
光
彩
部
の
面
積
も
似
か
よ
っ
て
い

る
。
光
彩
部
分
と
黒
釉
部
と
の
境
に
力
が
無
く
、
光
彩
は
ぼ
や
け
た

状
態
で
黒
色
に
沈
ん
で
い
る
。
そ
の
為
に
虹
の
様
に
、
基
調
色
が
何

色
か
一
言
で
言
い
表
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
方
、
国
宝
静
嘉
堂
文

庫
曜
変
天
目
や
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
碗
砕
片
は
光
彩
の
全
体
印
象

と
し
て
青
紫
色
で
あ
り
、
斑
点
周
囲
に
青
紫
色
が
最
も
広
い
面
積
を

も
つ
。
ま
た
光
線
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
色
彩
変
化
が
起
き
な
い
部
分

も
あ
り
、
光
の
入
射
角
に
よ
っ
て
は
黄
・
緑
・
臙
脂
と
見
え
方
が
異

な
る
。
ま
た
、
光
彩
部
分
が
力
強
く
ク
ッ
キ
リ
し
て
お
り
、
黒
釉
と
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写真10　玉虫の羽（自然光下撮影） 

写真11　玉虫の羽裏面部分拡大写真 （自然光下撮影）
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を
放
っ
て
い
る
。
陶
瓷
器
の
乳
濁
釉
に
属
す
結
晶
粒
子
は
、
数
nm
～

数
十
nm
と
極
め
て
微
小
で
は
あ
る
が
後
者
の
例
に
近
い

）
11
（

。
こ
の
様
に

曜
変
釉
で
は
、
ほ
と
ん
ど
透
明
色
に
近
い
薄
膜
の
二
重
構
造
か
、
あ

る
い
は
あ
る
種
の
微
小
結
晶
配
列
が
非
晶
質
状
の
複
数
干
渉
層
に
よ

る
も
の
の
二
種
が
青
紫
色
の
色
合
い
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
曜
変
釉
の
灰
色
斑
点
部
分
で
は
、
高
温
焼
成
で
あ
る

種
の
鉱
物
の
再
結
晶
が
起
き
て
お
り
、
ま
た
周
辺
に
は
液
相
分
離
に

よ
る
二
重
構
造
が
構
築
さ
れ
、
表
面
の
薄
膜
層
中
青
紫
色
部
分
に
は

極
め
て
微
小
な
再
結
晶
粒
子
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
玉
虫
羽
が
緑

色
で
あ
る
よ
う
に
基
調
色
が
青
紫
色
の
回
折
格
子
を
構
成
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
の
様
な
、
現
代
の
再
現
瓷
の

発
色
の
上
に
更
に
加
わ
っ
て
い
る
様
な
印
象
を
受
け
る
。

　

七
－
三
．
液
相
分
離
現
象
と
ア
パ
タ
イ
ト

　

天
目
釉
の
液
相
分
離
に
つ
い
て
、
上
海
硅
塩
研
究
所
の
陳
顕
求
は

一
九
八
〇
年
代
初
頭
よ
り
こ
の
問
題
の
研
究
を
続
け
て
お
り
、
古
陶

瓷
科
学
技
術
の
専
門
家
で
あ
る
。
陳
顕
求
等
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た

こ
の
分
野
の
ほ
と
ん
ど
最
初
の
論
文
と
言
っ
て
よ
い
「
宋
代
天
目
名

釉
中
液
相
分
離
現
象
的
発
現
」
一
九
八
一
年

）
11
（

に
、
建
窯
・
吉
州
窯
・

山
西
窯
天
目
碗
の
釉
と
胎
の
観
察
結
果
が
示
さ
れ
る
。
中
で
も
興
味

深
い
の
は
、
酸
化
リ
ン
（P

2 O
5

）
と
天
目
釉
発
色
剤
の
酸
化
鉄
と
の

関
係
に
触
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
更
に
こ
の
時
す
で
に
、
論
文
巻
頭

か
ら
鉄
赤
釉
と
鈞
窯
釉
の
発
色
に
つ
い
て
触
れ
て
い
て
、
天
目
釉
の

様
々
な
油
滴
・
玳
玻
等
の
発
色
が
釉
中
の
酸
化
リ
ン
と
関
わ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

液
相
分
離
い
わ
ゆ
る
分
相
は
、
結
晶
釉
や
乳
濁
釉
に
見
ら
れ
釉
技

術
の
中
で
は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。
胎
土
中
鉱
物
原
料
に
含
ま
れ

る
酸
化
鉄
と
酸
化
チ
タ
ン
に
対
し
て
、
主
に
媒
熔
剤
に
含
ま
れ
る
酸

化
リ
ン
（P

2 O
5

）
に
注
目
し
た
の
は
我
が
国
の
窯
業
釉
研
究
の
大
き

な
成
果
で
あ
る）

11
（

。
そ
の
リ
ン
酸
が
カ
ル
シ
ウ
ム
と
化
合
し
、
ア
パ
タ

イ
ト
（
燐
灰
石
・
リ
ン
酸
塩
鉱
物
）
と
し
て
肥
料
・
乾
式
リ
ン
肥
・

防
腐
殺
虫
剤
・
リ
ン
酸
塩
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
と
形
態
も
機
能
も
大
き
く

変
貌
す
る
。
今
日
ア
パ
タ
イ
ト
は
医
療
用
人
工
骨
と
し
て
の
用
途
も

広
が
っ
て
い
る
。
実
に
多
く
の
組
成
領
域
を
も
つ
物
質
で
、
材
料
と

し
て
も
多
く
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
リ
ン
は
真
に
謎
の
多
い
元

素
と
言
っ
て
よ
い）

11
（

。

　

さ
て
、
一
つ
の
考
え
と
し
て
、
建
盞
黒
釉
の
媒
熔
剤
と
し
て
湿
地

帯
の
小
溜
池
の
腐
植
泥
土
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
こ
と

は
、「
六
‐
三
． 

釉
中
の
酸
化
リ
ン
を
ど
の
物
質
か
ら
得
る
か
」
で

述
べ
た
。
前
項
で
は
正
に
畑
用
の
肥
料
と
し
て
始
ま
り
、
次
に
媒
熔

剤
と
し
て
若
し
く
は
媒
熔
剤
の
一
部
と
し
て
釉
に
用
い
ら
れ
た
と
考
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三
五

え
た
。
肥
料
に
は
リ
ン
も
カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

小
溜
池
中
に
は
す
で
に
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
組
成
の
物
質
は
存
在
し

て
い
る
と
推
定
す
る
。

　

ア
パ
タ
イ
ト
の
化
学
式
と
し
て
はCa

10

（PO
4

）6 X
2

と
慣
用
的

に
示
さ
れ
、
こ
こ
の
Ｘ
は
、O

H
, F, Cl, CO

3

等
を
意
味
す
る
。
す

な
わ
ち
ア
パ
タ
イ
ト
結
晶
に
は
主
に
三
種
が
あ
り
、
水
酸
ア
パ
タ
イ

ト
（H

A
p

）、
フ
ッ
素
ア
パ
タ
イ
ト
（FA

p

）、
塩
素
ア
パ
タ
イ
ト

（CA
p

）
で
あ
る）

11
（

。
小
溜
池
に
ア
パ
タ
イ
ト
の
材
料
は
、
充
足
し
て

い
る
訳
で
あ
り
、
こ
れ
で
釉
を
作
り
焼
成
す
る
こ
と
で
ア
パ
タ
イ
ト

結
晶
は
得
ら
れ
る
。
建
窯
伝
説
の
“
焼
成
中
の
豪
雨
で
窯
内
部
に
雨

水
浸
入
。
温
度
低
下
の
為
大
量
の
燃
料
の
追
加
投
入
。
窯
内
部
に
大

量
の
遊
離
炭
素
を
保
有

）
11
（

。”
に
は
、
水
酸
ア
パ
タ
イ
ト
（H

A
p

）
を

生
み
出
し
、
高
温
焼
成
に
よ
っ
てH

A
p

結
晶
を
大
き
く
成
長
さ
せ

る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
。
手
元
の
資
料
に
よ
れ
ば
、H

A
p

が
加

熱
処
理
を
受
け
ず
に
合
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
結
晶
粒
子
径
は
お
よ
そ

二
〇
nm
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
二
〇
〇
℃
で
加
熱
す
る
と
粒
子
径

は
四
〇
nm
ま
で
成
長
す
る
と
言
う
。
他
の
報
告
で
は
四
六
nm
程
度
で

あ
っ
た
結
晶
粒
子
径
が
、
還
元
炎
一
三
一
〇
℃
二
〇
分
保
持
の
加
熱

で
、
九
〇
〇
℃
ま
で
九
〇
分
の
徐
冷
に
そ
の
後
の
自
然
冷
却
で
七
二

nm
ま
で
成
長
し
た
と
い
う）

11
（

。
こ
こ
で
は
詳
細
は
記
さ
な
い
が
、
単
結

晶
構
造
で
青
紫
色
の
構
造
色
を
得
る
為
に
は
一
〇
〇
nm
程
度
の
粒
子

径
が
必
要
な
の
で
、
更
な
る
高
温
度
焼
成
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
で
あ
る
フ
ッ
化
水
素
酸
や
塩
素
を
窯

内
部
に
投
入
し
て
、FA

p

やCA
p

の
大
き
な
結
晶
を
得
る
方
法
は
、

宋
代
の
窯
業
技
術
と
し
て
は
考
え
難
い
よ
う
に
思
う

）
1（
（

。
仮
に
焼
成
時

の
複
雑
な
条
件
を
全
て
満
足
し
た
と
し
て
、H

A
p

結
晶
の
析
出
が

ど
の
部
分
に
ど
う
い
っ
た
状
態
の
ど
の
大
き
さ
の
粒
子
径
で
起
こ

り
、
そ
の
結
果
曜
変
釉
の
も
つ
光
彩
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
は
不
明
で
あ
る）

11
（

。

　

中
国
各
地
の
黒
釉
窯
業
生
産
地
に
、
報
告
さ
れ
て
い
る
釉
の
化
学

組
成
が
示
す
よ
う
に
高
い
酸
化
リ
ン
濃
度
を
充
足
さ
せ
る
為
の
“
釉

庫
”
が
存
在
し
た
と
し
よ
う
。
腐
植
泥
土
を
釉
媒
熔
剤
と
し
て
利
用

し
て
い
る
各
窯
場
で
は
曜
変
釉
が
様
々
な
器
物
で
生
ま
れ
て
く
る
事

に
な
る
。
二.

曜
変
天
目
の
条
件
に
つ
い
て
、
の
項
目
⑤
以
下
で
取

り
上
げ
た
碗
外
側
面
に
見
ら
れ
る
小
青
紫
色
斑
点
が
、
四
川
省
の
窯

場
で
も
見
ら
れ
る
事
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現

実
に
は
水
吉
建
窯
で
の
生
産
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
素

地
土
材
料
の
物
性
・
組
成
と
共
に
、
焼
成
法
が
深
く
関
与
し
て
い
る

と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

八
．
焼
成
法

　

冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
本
論
が
新
た
な
理
義
を
説
く
も
の
で
は
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第
九
十
号

三
六

な
く
、
現
時
点
で
何
処
ま
で
が
明
ら
か
で
何
所
か
ら
不
明
な
の
か
を

示
す
報
告
書
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
焼
成
法
の
単
元
は
未
解
決

問
題
に
溢
れ
て
い
る
。以
下
に
従
来
あ
ま
り
踏
み
込
ま
れ
て
来
な
か
っ

た
建
窯
に
於
け
る
焼
成
法
に
つ
い
て
、
若
干
の
試
論
を
加
え
た
い
。

　

八
－
一
．
焼
成
窯

　

曜
変
天
目
の
再
現
研
究
に
最
も
重
要
な
点
は
、
焼
成
に
あ
る
と
推

測
さ
れ
た
。
風
化
の
進
ん
だ
赤
土
と
言
え
る
素
地
土
に
、
酸
化
リ
ン

を
多
く
含
む
媒
熔
剤
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
釉
で
、
し
か
も
化
学
組
成

の
上
で
は
兎
毫
釉
・
油
滴
釉
お
そ
ら
く
は
曜
変
釉
と
三
種
に
違
い
が

見
出
せ
な
い
。
と
な
れ
ば
、
焼
成
以
外
に
曜
変
釉
と
い
う
特
殊
な
釉

が
生
ま
れ
て
く
る
要
因
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

特
異
な
環
境
・
情
况
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
焼
成
環
境
の
差
に

よ
っ
て
三
種
は
生
ま
れ
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

建
窯
で
使
用
さ
れ
た
焼
成
窯
は
、
龍
窯
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

考
古
学
調
査
で
報
告
さ
れ
る
龍
窯
の
規
模
は
全
長
が
五
〇
m
か
ら

一
二
〇
m
ク
ラ
ス
の
も
の
ま
で
あ
り
、
発
掘
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

の
窯
が
交
錯
し
て
い
た
。
斜
面
の
角
度
や
通
風
条
件
な
ど
、
築
窯
に

最
適
な
場
所
は
限
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
焚
き
口
か
ら
煙
出
し
ま

で
全
体
が
残
る
例
は
そ
れ
程
多
く
は
無
い
。
窯
に
よ
り
大
甕
を
専
門

に
焼
造
す
る
も
の
、
後
代
の
青
白
瓷
を
専
業
と
す
る
窯
な
ど
も
見
受

け
ら
れ
る
。
北
宋
代
中
期
か
ら
南
宋
代
中
期
の
天
目
碗
専
業
の
龍
窯

と
し
て
良
く
知
ら
れ
る
サ
イ
ズ
は
、
七
〇
～
九
〇
m
平
均
と
し
て
良

い
。
こ
れ
が
正
に
建
窯
の
最
盛
期
に
当
た
る
。

　

現
在
、
写
真
12
で
示
す
よ
う
な
福
建
省
か
ら
広
東
省
の
窯
業
地
で

使
用
さ
れ
る
龍
窯
は
、
全
長
が
や
や
短
く
多
少
大
小
は
あ
る
も
の
の

四
〇
m
が
標
準
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
内
側
の
広
さ
は
、
幅
一
・
七
m
、

高
さ
も
同
様
の
一
・
七
m
前
後
で
あ
る
。
そ
の
当
時
の
使
用
匣
鉢
か

ら
推
察
す
れ
ば
、
茶
碗
が
一
窯
で
一
九
，
一
〇
八
件
焼
造
出
来
た
と

思
わ
れ
る）

11
（

。
こ
れ
ま
で
の
報
告
や
実
験
で
は
、
燃
料
薪
材
と
し
て
雑

木
が
中
心
で
、
赤
松
は
三
割

見
当
で
枝
葉
を
含
む
も
の
で

あ
る
。
薪
の
量
は
約
五
t
。

こ
れ
で
二
四
時
間
焼
成
を
行

う
。

　

最
下
段
の
焚
き
口
で
、
そ

ろ
そ
ろ
と
緩
や
か
に
窯
を
暖

め
る
事
が
行
わ
れ
こ
れ
に
約

一
二
時
間
が
費
や
さ
れ
る
。

八
〇
〇
℃
程
度
ま
で
じ
っ
く

り
時
間
を
掛
け
る
。
窯
の
内

部
が
赤
色
と
な
り
、
窯
全
体

写真12　福建省莆田庄辺窯の龍窯（全長約
40m 1990年）
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三
七

や
匣
鉢
が
熱
を
持
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
上
部
投
柴
口
に
薪
が
投

入
さ
れ
る
。
一
対
の
投
柴
口
当
た
り
一
時
間
を
目
安
に
徐
々
に
上
段

の
投
柴
口
に
移
っ
て
行
き
、
最
上
部
ま
で
薪
を
投
入
し
て
窯
焚
き
を

終
え
る
。
最
上
部
は
薪
の
追
加
が
必
要
無
い
ほ
ど
、
温
度
は
上
が
っ

て
い
る
と
言
う
。窯
内
の
最
高
温
度
は
一
，三
七
〇
℃
に
達
す
る
。一
，

二
八
〇
℃
の
温
度
帯
は
、
窯
内
の
最
低
温
度
域
と
推
察
さ
れ
る
。
現

代
の
窯
の
焼
造
品
は
建
築
用
瓷
器
に
変
化
し
た
が
、
高
機
能
な
特
徴

か
ら
龍
窯
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
構
造
が
簡
単
で
熱
効
率
も
良
い
の

で
燃
料
も
少
な
く
て
済
み
、
何
よ
り
も
現
代
の
標
準
サ
イ
ズ
四
〇
ｍ

の
窯
で
二
四
時
間
と
い
う
短
時
間
で
焼
き
あ
が
る
。

　

そ
し
て
龍
窯
上
部
ま
で
焼
成
が
完
了
す
る
と
、
焚
き
口
に
大
量
の

水
が
撒
か
れ
熾
（
オ
キ
）
を
か
き
出
し
、
一
気
に
冷
却
さ
せ
る）

11
（

。
窯

の
火
を
消
す
手
法
は
、“
熄
火
”
と
呼
ば
れ
手
順
が
決
ま
っ
て
い
る
。

短
時
間
昇
温
と
短
時
間
冷
却
に
よ
る
焼
成
時
間
を
短
く
す
る
工
夫

は
、
生
産
効
率
化
の
一
部
で
あ
っ
た
。
唐
代
晩
期
か
ら
始
ま
っ
た
陶

瓷
器
の
量
産
は
、
北
宋
中
期
に
は
生
産
効
率
を
重
視
す
る
事
が
起
こ

り
、
以
後
時
代
と
共
に
多
く
の
工
夫
が
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

八
－
二
．
焼
成
時
に
加
え
ら
れ
る
水

　

伝
統
的
に
、
還
元
剤
と
し
て
の
水
の
使
用
は
、
磚
や
瓦
な
ど
の
焼

成
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。『
天
工
開
物
』“
磚
瓦
”
の
中
に
《
済
水
轉

銹
》
の
図
解
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
窯
の
天
井
部
分
に
浅
い
池
が
設
け

ら
れ
て
い
て
、
窯
内
温
度
が
一
，
〇
〇
〇
℃
に
達
し
た
ら
窯
の
投
柴

を
止
め
全
て
の
戸
口
を
塞
い
だ
後
に
、天
井
の
池
に
水
を
張
る
。
徐
々

に
窯
内
部
に
水
が
浸
透
し
て
、
内
部
は
水
分
と
炭
素
に
満
た
さ
れ
て

徐
々
に
冷
却
し
て
ゆ
く
。
窯
出
し
で
は
黒
色
の
煉
瓦
や
瓦
が
焼
き
あ

が
る
と
あ
る
。

　

焼
成
時
に
加
え
ら
れ
る
水
分
と
し
て
は
、
こ
れ
は
未
だ
景
徳
鎮
市

街
地
中
心
部
に
建
国
瓷
厰

）
11
（

が
稼
働
を
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
建
国
瓷

厰
で
た
ま
た
ま
卵
形
窯
の
焼
成
中
に
見
学
を
し
た
。
前
面
戸
口
の
投

柴
口
に
薪
材
を
投
入
す
る
に
当
た
り
、
中
二
階
に
あ
る
薪
は
、
職
工

に
よ
っ
て
半
螺
旋
状
の
滑
り
台
を
伝
い
窯
焚
き
職
人
に
渡
さ
れ
る
。

こ
の
滑
り
台
の
途
中
に
水
道
蛇
口
が
付
い
て
お
り
滑
っ
て
下
る
薪
に

水
が
掛
け
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
乾
燥
済
み
の
薪
を
水
で
濡

ら
し
て
窯
に
投
入
す
る
の
で
あ
る
。
水
で
濡
ら
す
こ
と
で
還
元
剤
と

し
て
の
水
を
安
全
に
窯
内
部
に
投
入
し
て
い
る
の
か
、
多
少
の
水
分

は
か
え
っ
て
薪
の
火
力
を
高
め
る
と
言
う
。
こ
れ
を
示
す
か
の
よ
う

に
、
景
徳
鎮
に
は
“
乾
柴
”
と
“
湿
柴
”
の
言
葉
が
あ
り
、
実
際
に

両
者
の
使
用
時
期
を
使
い
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
陝
西
省
耀

州
窯
の
石
炭
燃
料
の
饅
頭
窯
で
の
焼
成
で
あ
る
が
、
石
炭
を
比
較
的

細
か
く
粉
砕
し
た
状
態
で
、
や
は
り
上
か
ら
水
を
掛
け
て
、
そ
れ
を

柄
の
長
い
ス
コ
ッ
プ
で
窯
に
投
入
す
る
。
こ
の
場
合
も
水
が
還
元
剤
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で
あ
る
の
か
も
知
れ
ず
、
或
い
は
単
純
に
粉
に
散
る
事
を
防
い
で
い

た
の
か
も
知
れ
ず
判
然
と
し
な
い
。
何
れ
の
場
合
も
焼
成
中
、
し
か

も
攻
め
焚
き
の
大
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
水
を
加
え
た
燃
料
投
入
が
行

わ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

八
－
三
．
何
を
目
的
と
し
た
強
還
元
と
急
冷

　

過
剰
な
燃
料
を
窯
内
部
に
投
入
す
れ
ば
還
元
状
態
に
な
る
。
ま
た
、

水
は
還
元
剤
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
大
量
の
燃
料
投
入
は
不
完
全
燃

焼
の
状
態
が
続
く
た
め
に
、
窯
内
部
の
温
度
を
低
下
さ
せ
る
事
に
な

る
。
水
の
投
入
は
窯
の
冷
却
で
焼
成
条
件
を
変
化
さ
せ
て
、
こ
れ
も

窯
内
部
に
遊
離
炭
素
を
大
量
に
発
生
さ
せ
る
。
窯
内
の
温
度
上
昇
に

繋
が
ら
ず
、
煙
出
し
か
ら
は
黒
煙
が
も
く
も
く
と
排
煙
さ
れ
る
。
薪

の
無
駄
と
直
結
す
る
強
還
元
焼
成
は
、
何
を
目
的
と
し
た
操
作
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
焼
成
中
の
高
温
度
下
で
の
極
端
な
酸
素
不

足
と
水
分
供
給
は
、H
A

p

結
晶
を
生
み
出
し
更
に
高
温
度
下
で
は
結

晶
粒
の
サ
イ
ズ
を
拡
大
さ
せ
る
。こ
れ
が
強
還
元
焼
成
の
目
的
で
あ
っ

た
の
な
ら
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
銀
油
滴
釉
・
銀
兎

毫
釉
そ
し
て
曜
変
釉
を
狙
っ
て
い
た
事
に
な
る
。
龍
窯
の
焚
き
口
に

近
い
下
部
の
黒
胎
で
焼
成
を
完
了
さ
せ
る
部
位
で
は
、
こ
の
条
件
を

満
足
さ
せ
て
い
る
。
上
部
と
な
る
龍
窯
の
大
部
分
で
は
茶
褐
色
の
兎

毫
釉
が
焼
き
上
が
り
、
商
品
で
あ
る
建
窯
兎
毫
盞
と
し
て
全
国
に
流

通
し
た
。
窯
内
の
黒
胎
焼
成
部
位
で
銀
油
滴
釉
・
銀
兎
毫
釉
・
曜
変

釉
の
三
釉
の
焼
成
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
様
な
釉
が
生
ま
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
現
地
踏
査
時
に
は
、
黒
胎
の
黒
釉
を
相
当
量
見
る

事
が
出
来
た
。
黒
胎
焼
造
窯
区
で
ざ
っ
と
五
〇
％
程
あ
っ
て
、
し
か

も
残
存
器
形
の
大
き
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
結
晶
が
大
き
く
成
長
し

な
か
っ
た
場
合
に
黒
釉
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
反
対
に
結
晶
の
密
度

や
サ
イ
ズ
が
異
な
る
条
件
で
成
長
し
た
場
合
は
、
我
が
国
で
灰
被
天

目
（
は
い
か
つ
ぎ
て
ん
も
く
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
釉
が
生
ま
れ
る

よ
う
に
思
う
。
黒
釉
表
面
に
木
灰
が
被
っ
た
様
な
、
乳
濁
釉
が
二
重

掛
け
さ
れ
て
い
る
様
な
表
情
を
も
つ
。
現
地
に
廃
棄
さ
れ
た
瓷
片
か

ら
す
れ
ば
、
美
し
い
銀
油
滴
釉
・
銀
兎
毫
釉
・
曜
変
釉
の
三
釉
の
完

成
率
は
、
同
黒
胎
焼
造
窯
区
の
推
定
一
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
こ
で
見
ら
れ
る
黒
釉
に
は
、
時
に
強
い
光
沢
感
の
あ
る
釉
表
面

全
体
に
薄
っ
す
ら
虹
色
の
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
急
冷
却
は
、
そ
の

当
時
の
価
値
観
と
し
て
釉
の
透
明
化
や
光
沢
の
強
い
釉
に
社
会
的
に

高
い
価
値
を
持
っ
て
い
た
事
と
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

商
品
兎
毫
盞
の
や
や
艶
消
し
の
表
情
に
対
し
て
魅
力
あ
る
製
品
と
し

て
、
黒
釉
盞
あ
る
い
は
烏
盞
と
し
て
流
通
し
て
行
っ
た
よ
う
に
考
え

る
。
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ま
と
め
に
か
え
て

　

杭
州
市
か
ら
曜
変
天
目
茶
碗
の
残
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
多
く

の
陶
芸
家
に
と
っ
て
曜
変
天
目
再
現
に
再
び
意
識
が
高
ま
っ
た
。
特

に
中
国
国
内
の
動
き
に
は
驚
嘆
す
る
。

　

改
め
て
“
再
現
研
究
の
調
査
報
告
”
と
し
て
稿
を
起
こ
し
て
み
る

と
、
こ
こ
五
～
六
年
の
間
に
随
分
再
現
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
直
接

“
曜
変
天
目
”
の
表
題
は
持
た
な
い
も
の
の
、
新
材
料
や
そ
の
報
告

の
な
か
に
再
現
へ
の
ヒ
ン
ト
が
多
く
隠
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
そ
の
中
で
今
回
、
特
に
酸
化
リ
ン
（
五
酸
化
二
リ
ン
）
の
釉

中
含
有
量
に
囚
わ
れ
て
調
査
を
重
ね
る
と
、
宋
代
に
活
動
し
た
陶
工

等
の
姿
と
窯
業
地
の
に
お
い
と
言
っ
た
も
の
と
、
報
告
者
が
幼
き
頃

に
身
近
に
感
じ
て
い
た
職
人
の
姿
や
、
窯
業
地
の
み
が
持
つ
山
野
の

景
色
や
採
土
場
の
空
気
が
、
時
空
を
超
え
て
一
体
と
な
っ
て
感
じ

ら
れ
た
。
曜
変
釉
の
再
現
研
究
と
い
う
そ
れ
程
多
く
の
手
掛
か
り
を

有
し
な
い
分
野
で
、《
そ
の
発
想
は
職
人
的
で
あ
る
。
と
か
、
理
論

的
に
は
成
立
す
る
が
職
人
的
で
は
な
い
。》
と
い
う
感
覚
を
頼
り
に
、

時
代
中
の
選
択
を
職
人
感
に
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
地
元
に
残
さ

れ
て
い
た
“
釉
庫
”
の
名
称
と
共
に
、
腐
植
泥
土
の
釉
媒
熔
剤
へ
の

応
用
に
考
え
が
及
び
、
そ
し
て
そ
の
事
が
、
高
温
釉
中
のH

A
p

結

晶
の
挙
動
に
ま
で
行
き
着
く
事
と
な
っ
た
。
未
だ
明
確
な
根
拠
は
存

在
し
な
い
の
で
、
独
り
善
が
り
の
夢
物
語
で
終
え
る
危
険
も
無
く
は

無
い
が
、
一
方
で
多
く
の
陶
芸
実
作
者
か
ら
の
支
持
も
得
ら
れ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
少
し
残
念
な
の
は
、
こ
の
腐
植
泥
土
の
化
学
組

成
の
分
析
値
を
示
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
地
元
建
陽

瓷
厰
の
報
告
書
中
だ
け
で
な
く
、
現
代
日
本
で
の
例
も
挙
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
続
け
て
研
究
を
進
め
れ
ば
、
こ
の
先
に
は
一
定
の
成
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

端
緒
か
ら
、
焼
成
手
法
が
曜
変
釉
再
現
の
大
き
な
山
場
と
な
る
事

は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
新
作
品
の
創
造
は
常
に
、
山
河
で
発
見
し
た

珍
し
い
原
料
を
試
験
焼
成
す
る
処
か
ら
発
し
て
い
る
。
そ
れ
と
又
、

焼
成
に
失
敗
し
た
作
品
の
中
か
ら
興
味
深
い
も
の
が
生
ま
れ
た
り
す

る
。
不
安
定
要
因
を
多
く
も
つ
薪
材
燃
料
の
窯
で
出
来
る
事
が
多
い
。

不
手
際
か
ら
発
し
た
失
敗
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
職
人
や
芸
術

家
は
失
敗
の
中
に
美
し
さ
を
発
見
し
、
偶
然
の
失
敗
を
必
然
と
し
て

作
品
作
り
を
行
う
。
曜
変
釉
の
焼
成
に
つ
い
て
言
え
ば
、
も
っ
と
大

き
く
な
ら
な
い
か
、
も
っ
と
小
さ
く
な
ら
な
い
か
と
い
っ
た
様
な
、

発
想
法
に
も
近
い
試
み
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
記
し
た
よ

う
に
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
も
っ
と
高
温
度
で
の
焼
成
、
高
温
度
で
窯
内

部
に
遊
離
炭
素
を
充
満
さ
せ
た
還
元
炎
冷
却
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

こ
こ
で
は
敢
え
て
結
論
と
し
て
記
す
こ
と
を
避
け
た
。
不
十
分
な
報

告
内
容
が
独
り
歩
き
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で「
ま
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と
め
に
か
え
て
」
と
し
た
。
更
な
る
継
続
研
究
を
行
い
、
新
規
の
再

現
報
告
が
出
来
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

謝
辞

　

私
と
最
初
に
曜
変
釉
の
話
し
を
交
わ
し
た
の
は
、
舘
奥
次
郎
さ
ん

と
い
う
実
家
近
く
で
作
陶
と
釉
研
究
を
続
け
る
八
〇
歳
を
越
え
る
老

職
人
で
あ
る
。
老
師
は
、
製
陶
所
研
究
室
で
六
〇
年
近
く
伝
統
陶
磁

器
の
釉
開
発
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ
大
先
輩
で
あ
る
。

何
よ
り
も
実
行
を
伴
う
経
験
に
培
わ
れ
た
釉
調
合
の
技
は
見
事
で
あ

る
。
ま
た
、
老
職
人
と
し
て
磨
き
抜
か
れ
た
感
覚
も
鋭
く
、
私
は
非

常
に
多
く
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
藝
大
陶
芸
科
準
教
授

の
三
上
亮
先
生
に
は
、
自
由
発
想
の
伝
統
釉
に
つ
い
て
ご
助
言
を
頂

い
た
。
腐
植
泥
土
を
釉
媒
熔
剤
に
用
い
る
と
い
う
発
想
は
、
先
生
の

考
え
を
建
窯
窯
址
環
境
に
置
き
換
え
た
も
の
と
言
え
る
。
更
に
、
出

光
美
術
館
学
芸
員
徳
留
大
輔
先
生
に
は
快
くJ.M

.

プ
ラ
マ
ー
氏
資

料
閲
覧
の
許
可
を
頂
い
た
。
報
告
書
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
多
く
の

方
々
の
親
切
を
、
誠
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
最
後
に
発
表
の
機

会
を
与
え
て
頂
い
た
、
法
政
大
学
中
国
古
代
物
質
文
化
研
究
所
塩
沢

裕
仁
教
授
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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』
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。
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作
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を
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者
を
“
芒

変
”、
両
方
が
混
じ
っ
た
も
の
を
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芒
曜
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分
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し

た
と
書
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る
。
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れ
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。
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台
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が
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在
で
は
む
し
ろ
「
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滴
」
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。
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柳
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物
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光
よ
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春
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に
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に
。
現
在
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
に
収
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（
6
）  

一
九
三
〇
年
代
に
中
国
上
海
税
関
に
勤
務
し
て
い
た
米
国
人
で
、

一
九
三
五
年
に
建
窯
窯
址
を
初
め
て
踏
査
し
発
表
し
た
。
そ
の
後
ミ

シ
ガ
ン
大
学
の
教
授
と
な
り
、
戦
後
占
領
軍
総
司
令
部
の
美
術
係
官

と
し
て
来
日
、
小
山
冨
士
夫
と
親
交
を
結
ん
だ
。
窯
址
探
査
の
報
告

と
し
て
は
、J.M

.Plum
er

『Illustrated London N
ew

s

』N
o.5036 

. 

一
九
三
五
年
一
〇
月
二
六
日
号
。J.M

.Plum
er

『T
em

m
oku . A

 
Study of the W

are of Chien. 

』
出
光
美
術
館
．
一
九
七
二
年
、

が
あ
る
。
後
者
の
訳
文
は
、J

．M

．
プ
ラ
マ
ー
、江
藤
隆
訳;

「
天
目
ー

建
盞
の
研
究
」（
上
、
下
）
出
光
美
術
館
館
報
、
第
二
九
／
三
〇
号
、

出
光
美
術
館
、昭
和
五
四
年
七
月
、昭
和
五
五
年
三
月
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）  

小
山
冨
士
夫
・
山
崎
一
雄
「
曜
変
天
目
の
研
究
」『
古
文
化
財
の
科

学　

第
六
号
』
古
文
化
資
料
自
然
科
学
研
究
会.

昭
和
二
八
年
。

 

　

山
崎
一
雄
『
古
文
化
財
の
科
学
』
一
〇
号
、
昭
和
三
〇
年
。

 

　

山
崎
一
雄
『
東
洋
陶
磁
』
四
号
、
昭
和
五
二
年
。

 

　

K
.Y

am
asaki,Scientific Studies on the special T

em
m

oku 
bow

ls,Y
ohen 

and 
O

il 
Spot,International 

Conference 
on 

A
ncient Chinese Pottery and Porcelain,Shanghai,China,N

ov
.1982,Paper C-21.

上
海
で
の
国
際
討
論
会
の
記
録
は
、
一
九
八
六
年

一
一
月
に
英
文
で
出
版
さ
れ
た
。

 

　

Scientific and T
echnological Insights on A

ncient Chinese 
Pottery 

and 
Porcelain,Edited 

by 
Shanghai 

Institute 
of 

Ceram
ics,Science Press,Beijing,China,1986.

 

　

近
年
、
山
崎
一
雄
「
曜
変
天
目
と
油
滴
天
目
」『
金
沢
大
学
考
古
学

紀
要 

21
号
』
一
九
九
四
年
、
に
窯
址
見
学
を
含
む
研
究
の
概
要
を
記

さ
れ
た
。

（
8
）  

福
建
省
博
物
館
、
厦
門
大
学;

「
福
建
建
陽
芦
花
坪
窯
趾
発
掘
簡

報
」
中
国
古
代
窯
趾
調
査
発
掘
報
告
集
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四

‐
一
〇
。

 

　

林
忠
干
、
王
治
平;

「
建
陽
古
瓷
窯
考
察
」
景
徳
鎮
陶
瓷
第
一
輯
、

江
西
省
陶
瓷
工
業
公
司
、
一
九
八
三
‐
一
二
。

 

　

Rew
i 

A
lley

『Som
e 

Pottery 
K

illns 
O

ld 
and 

N
ew

 
in 

China

』China Light Industry Publishing H
ouse.1985-2

。

 

　

葉
文
程
・
林
忠
干
『
建
窯
瓷
・
鑑
定
与
鑑
賞
』
江
西
美
術
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
（
中
国
名
瓷
名
窯
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
二
玄
社
か
ら
翻

訳
本
が
出
て
い
る
。）

（
9
）  

化
学
分
析
に
強
い
興
味
を
示
し
た
の
は
、
当
時
活
躍
中
の
陶
芸
作

家
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
経
験
か
ら
、
光
彩
の
発
生
は
鉛
ガ
ラ
ス

で
よ
く
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
そ
の
成
分
に
鉛
を
含
む
も
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

（
10
）  

建
窯
遺
址
か
ら
の
出
土
瓷
片
で
あ
る
、
銀
油
滴
斑
を
も
つ
瓷
片
と

兎
毫
瓷
片
の
釉
組
成
分
析
で
は
、
伝
統
的
な
土
釉
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
地
元
か
ら
産
出
す
る
赤
土
粘
土
原
料
と
媒
熔
剤
と

し
て
松
木
灰
を
混
合
し
て
得
た
、
特
殊
な
元
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
の

無
い
ご
く
普
通
の
鉄
釉
で
あ
っ
た
。
三
‐
二
項
で
詳
細
を
記
す
。

（
11
）  

重
慶
市
博
物
館
、陳
麗
瓊
「
重
慶
市
塗
山
宋
代
瓷
窯
試
掘
報
告
」『
考

古1986

年
10
期
』
九
一
三
頁
に
、小
湾
窯
出
土
瓷
片
解
説
に
“
曜
変
”

の
文
字
が
見
ら
れ
る
。

（
12
）  

「
福
建
建
陽
水
吉
宋
建
窯
発
掘
簡
報
」『
考
古
』
一
九
六
四
年
一
期
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（
13
）  

前
掲 

注
（
８
）

（
14
）  

建
陽
瓷
厰
に
お
け
る
建
盞
の
復
元
指
導
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
北

京
に
あ
る
中
央
工
芸
美
術
学
院
（
現
在
の
清
華
大
学
美
術
学
院
）
陶

瓷
系
で
あ
っ
た
。
葉
喆
民
教
授
を
中
心
と
し
た
再
現
研
究
は
、
使
用

原
料
の
化
学
的
調
査
を
始
め
（
福
建
省
軽
工
業
研
究
所
・
福
建
省
建

陽
県
瓷
厰
『“
建
窯
”
黒
釉
瓷
［
兎
毫
］
的
恢
復
拡
大
試
験
総
結
報
告
』

一
九
八
一
年
四
月
）、
地
元
に
残
る
建
窯
に
関
わ
る
伝
承
ま
で
も
収
集

す
る
と
い
う
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
葉
喆
民
氏
は
気
骨
あ
る
研

究
者
・
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
陶
瓷
研
究
者
に

惜
し
ま
れ
て
、
二
〇
一
八
年
一
月
二
日
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

（
15
）  

拙
文
「
改
訂　

遊
離
ア
ル
カ
リ
を
利
用
し
た
伝
統
的
釉
調
合
‐
伝

統
技
法
と
黒
釉
施
釉
法
‐
」『
日
本
陶
磁
芸
術　

第
７
号
』
平
成
二
七

年
日
本
陶
磁
芸
術
学
会
・
東
京
藝
術
大
学
。
現
代
陶
芸
で
は
、
量
産

目
的
の
た
め
釉
の
も
つ
安
定
性
を
重
視
す
る
の
で
、
釉
中
の
遊
離
ア

ル
カ
リ
を
排
除
す
る
た
め
に
木
灰
類
の
水
洗
い
を
入
念
に
行
う
。
釉

泥
漿
に
残
る
水
溶
性
の
ア
ル
カ
リ
が
、
胎
土
の
耐
火
度
を
下
げ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
宋
代
伝
統
土
釉
で
は
、
特
に
水
洗
い
の
形
跡
が

認
め
ら
れ
な
い
。
変
化
の
多
い
釉
を
好
ん
で
使
用
し
た
可
能
性
も
あ

り
、
あ
る
い
は
手
際
良
い
作
業
で
素
地
へ
の
ア
ル
カ
リ
浸
透
が
一
定

範
囲
に
収
ま
っ
て
い
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
建
盞
の
釉
類

で
は
、
遊
離
ア
ル
カ
リ
が
様
々
な
変
化
を
生
ん
で
い
る
可
能
性
も
捨

て
き
れ
な
い
。

（
16
）  

張
福
康;

「
鉄
系
高
温
瓷
釉
綜
述
」『
中
国
古
代
陶
瓷
科
学
技
術
成
就
』

上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
五
‐
一
二

（
17
）  

先
に
山
崎
の
考
え
る
曜
変
天
目
の
条
件
三
）
で
示
し
た
よ
う
に
、

昭
和
二
七
年
で
は
曜
変
天
目
釉
が
湿
式
分
析
で
行
わ
れ
、
そ
の
時
の

数
値
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
一
年
に
は
理
化
学
機

器
を
用
い
た
曜
変
天
目
胎
土
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
分
析
試
料
に

つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
軽
い
元
素
の
ア
ル
カ
リ
は
原
子
吸
光
分

析
法
を
用
い
て
い
る
の
で
、
誤
差
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
故
人
が

ど
の
様
な
信
念
で
、
初
期
発
表
値
の
変
更
や
分
析
値
の
追
加
発
表
を

さ
れ
て
な
い
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。

（
18
）   Goldich, S.S. （1938

） A
 study in rock w

eathering. Journal 
of Geology, vol. 46

（
19
）  

素
地
原
料
に
木
灰
を
加
え
て
釉
と
す
る
と
い
う
伝
統
的
灰
釉
は
、

華
南
地
域
に
お
い
て
は
南
宋
後
期
ま
で
続
い
て
い
た
。
陶
瓷
原
料
不

足
に
よ
り
素
地
土
を
二
成
分
配
合
に
よ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
長
石
釉

が
始
ま
り
近
代
的
な
釉
調
合
が
起
こ
る
。
原
料
の
風
化
程
度
を
示
す

指
数
と
い
う
考
え
は
、
拙
文
「
宋
元
代
景
徳
鎭
窯
業
に
お
け
る
素
地

土
配
合
の
研
究
」『
元
代
青
花
白
瓷
研
究
』
平
成
二
一
年
六
月
二
九
日
・

亀
井
明
徳
編
著
・
亜
州
古
陶
瓷
学
会
。
に
て
初
め
て
示
し
た
。
風
化

指
数
設
定
の
詳
細
は
、
該
論
文
に
示
し
た
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

（
20
）  

孫
建
興
「
曜
変
天
目
胎
釉
倣
作
の
化
学
組
成
」
福
建
省
南
平
市
“
南

平
星
辰
天
目
陶
瓷
研
究
所
”。
焼
成
温
度
は
一
，
三
五
〇
℃
に
達
す
る

と
言
う
。

（
21
）  
窯
業
の
興
き
た
北
宋
代
に
は
、
大
量
生
産
の
た
め
の
匣
鉢
詰
が
活

用
さ
れ
る
。
よ
り
狭
い
窯
空
間
に
効
率
良
く
詰
め
る
た
め
に
Ｖ
字
形

匣
鉢
が
考
案
さ
れ
た
。
積
み
重
ね
ら
れ
た
匣
鉢
の
上
下
空
間
に
正
確



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

四
三

に
未
焼
成
素
地
を
詰
め
る
為
に
、
予
め
整
形
陶
范
に
よ
る
器
形
修
正

を
行
っ
た
。「
匣
鉢
使
用
の
窯
詰
法
に
つ
い
て
－
浙
江
・
福
建
省
の
龍

窯
を
中
心
に
」『
貿
易
陶
磁
研
究 

N
o.18

』
平
成
一
〇
年
。「
装
焼
法

の
発
展
と
印
花
装
飾
」『
専
修
人
文
論
集　

87
号
』
平
成
二
二
年
。

（
22
）  

一
般
に
灰
釉
系
釉
で
は
長
時
間
焼
成
に
よ
っ
て
、
釉
と
胎
の
中
間

に
白
色
に
目
視
で
き
る
中
間
層
が
出
来
上
が
る
。
中
間
層
は
、
胎
色
・

釉
色
と
は
無
関
係
に
白
色
を
呈
す
る
。
経
験
で
は
、
焼
成
時
間
一
週

間
が
目
視
で
き
る
幅
に
成
長
す
る
目
安
で
あ
る
の
で
、
薪
燃
料
の
龍

窯
で
は
中
間
層
が
目
視
で
き
る
程
に
成
長
し
な
い
。
曜
変
天
目
の
焼

成
時
間
は
こ
れ
に
満
た
な
い
事
に
な
る
。

（
23
）  

ジ
オ
プ
サ
イ
ト
様
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
高
温
釉
で
は
よ
く
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
く
成
長
し
て
い
る
様
子
は
乳
濁
釉
に
近
い
。

（
24
）  

陳
顕
求
・
他「
宋
代
天
目
名
釉
中
液
相
分
離
的
発
現
」『
景
徳
鎮
陶
瓷
』

一
九
八
一
年
、
第
一
期
。
同
論
文
に
は
吉
州
窯
天
目
盞
の
気
孔
率
〇
・

五
四
～
六
・
三
八
％
、
吸
水
率
〇
・
二
三
～
二
・
八
〇
％
が
示
さ
れ
る
。

（
25
）  

そ
の
一
方
で
、
建
窯
の
装
焼
法
と
も
関
わ
る
。
建
窯
で
は
Ｖ
字
形

匣
鉢
底
部
に
高
台
部
を 

墊
餅
（
餅
形
焼
托
）
で
支
え
置
く
。
大
き
な

接
触
面
で
匣
に
置
か
れ
る
為
に
、
脚
部
の
焼
成
時
温
度
は
若
干
低
い

と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
昇
温
冷
却
の
挙
動
も
側
壁
部
と
は
異
な
る
も

の
と
な
ろ
う
。

（
26
）  

筆
者
が
初
め
て
建
窯
窯
址
を
探
査
し
た
一
九
八
七
年
当
初
で
は
、

各
窯
址
の
龍
窯
の
位
置
が
推
定
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
。
焚
き
口
と

煙
出
し
は
明
瞭
で
、
下
か
ら
三
割
見
当
の
位
置
に
黒
色
の
胎
を
も
つ

器
形
の
美
し
い
良
品
の
建
盞
破
片
が
集
中
し
て
出
土
し
た
。
銀
油
滴

班
の
砕
片
は
、
こ
の
位
置
で
見
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
上
方
は
褐
色
胎

の
兎
毫
盞
で
占
め
ら
れ
、
更
に
煙
出
し
近
く
で
は
斗
茶
用
小
碗
が
出

土
し
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
器
形
の
美
し
い
建
盞
の
出
土
す

る
部
位
を
、
名
工
の
作
が
窯
詰
さ
れ
た
場
所
と
し
て
お
く
事
に
す
る
。

黒
色
胎
の
盞
が
何
故
に
集
中
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
焼
成
法
と
関

わ
り
、
現
時
点
で
は
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

（
27
）  

宋
代
に
は
、
華
北
で
石
炭
燃
料
の
饅
頭
窯
が
、
華
南
で
は
薪
燃
料

の
龍
窯
が
焼
成
窯
と
し
て
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
。
薪
を
用
い
た
龍
窯

で
は
短
時
間
で
焼
成
で
き
る
も
の
の
、
窯
内
温
度
分
布
は
広
く
温
度

差
は
一
〇
〇
℃
程
度
は
有
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
釉
の
熔
化
は
、

一
定
以
上
の
温
度
帯
で
加
わ
っ
た
熱
量
の
積
分
値
に
よ
る
の
で
、
予

め
窯
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
“
色
見
”
を
取
り
出
し
て
熔
化
の
状
態
を

判
断
す
る
。
広
い
温
度
幅
に
対
応
す
る
た
め
に
、
媒
熔
剤
の
量
を
変

化
さ
せ
た
二
・
三
種
の
釉
を
準
備
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
る
宋

代
青
瓷
窯
工
房
跡
か
ら
は
、
こ
れ
を
示
す
よ
う
に
口
径
六
〇
～
八
〇

cm
の
釉
甕
が
二
つ
並
ん
で
出
土
す
る
。
甕
に
は
同
青
瓷
釉
で
、
媒
熔

剤
の
量
が
異
な
る
釉
が
準
備
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現
代
で
言

え
ば
、
一
号
釉
と
三
号
釉
が
準
備
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

（
28
）  

人
工
的
に
釉
表
面
に
装
飾
を
施
す
と
い
う
の
は
、
施
釉
後
の
釉
上

に
再
度
別
の
釉
を
部
分
的
に
掛
け
る
こ
と
で
行
わ
れ
て
き
た
。
言
わ

ば
釉
の
二
重
掛
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
早
く
は
河
南
省
魯

山
県
段
店
窯
の
唐
代
花
釉
が
知
ら
れ
る
。
金
・
南
宋
代
に
入
る
と
、

磁
州
窯
・
臨
汝
窯
・
鈞
窯
等
の
華
北
諸
窯
や
華
南
の
吉
州
窯
等
で
起

こ
る
。
特
に
吉
州
窯
の
玳
玻
盞
は
、
二
重
掛
け
の
釉
を
も
つ
も
の
と
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し
て
良
く
知
ら
れ
る
。
玳
玻
と
は
玳
瑁
の
皮
で
あ
る
鼈
甲
（
べ
っ
甲
）

の
こ
と
で
、
鼈
甲
盞
あ
る
い
は
鼈
盞
と
も
呼
ば
れ
る
。
原
料
粒
度
と

珪
酸
含
有
量
の
異
な
る
二
種
の
釉
を
部
分
的
に
重
ね
る
二
重
掛
け
法

は
、
こ
の
時
代
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
今
の
段
階
で
、
曜
変
天
目

碗
の
内
面
斑
点
が
二
重
掛
け
法
で
な
い
事
の
完
全
否
定
は
出
来
な
い
。

（
29
）  

『
唐
物
天
目
－
福
建
省
建
窯
出
土
天
目
と
日
本
伝
来
の
天
目
』
展
、

茶
道
資
料
館
．
一
九
九
四
年
。
水
吉
建
窯
で
の
こ
の
時
点
で
最
新
発

掘
成
果
を
、
我
が
国
伝
世
の
天
目
茶
碗
と
並
べ
て
展
示
す
る
試
み
が

成
さ
れ
た
。
同
展
で
は
内
外
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
か

れ
た
。
こ
の
時
展
示
さ
れ
た
新
資
料
と
し
て
、“
鷓
鴣
斑
碗
残
片
”
が

有
っ
た
。
こ
の
資
料
の
発
見
場
所
は
建
陽
瓷
厰
後
壁
外
路
床
面
上
と

さ
れ
、
無
舗
装
路
に
埋
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
幾
点
か
の
出

土
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
正
式
な
古
窯
址
か
ら
の
出
土
報
告
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
長
石
硅
石
等
の
石
質
材
を
粉
砕
磨
り
潰

し
て
使
用
す
る
陶
瓷
技
法
は
、
一
般
に
華
南
地
域
で
は
南
宋
末
に
始

ま
る
。
鷓
鴣
斑
碗
の
生
産
が
、
建
盞
盛
期
に
一
致
す
る
も
の
か
疑
問

が
残
る
。

（
30
）  

先
の
山
崎
論
文
に
お
い
て
、
曜
変
天
目
条
件
の
②
に
示
し
た
よ
う

に
「
生
成
の
機
構
は
、
茶
碗
焼
成
の
途
中
に
お
い
て
釉
が
熔
融
し
た

時
に
二
層
に
分
か
れ
て
、
一
部
が
滴
状
と
な
っ
て
釉
の
上
に
浮
か
び
、

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
冷
却
し
て
滴
は
結
晶
し
、
一
方
で
釉
は
結
晶
せ
ず

ガ
ラ
ス
質
の
ま
ま
固
化
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
し
て
お

り
、
結
晶
釉
と
の
考
え
を
記
し
て
い
る
。
人
工
的
で
は
な
い
と
の
明

言
を
避
け
て
い
る
が
、
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
砕
片
の
観
察
か
ら
も
、

人
工
的
手
描
き
法
と
は
考
え
難
い
。

（
31
）  

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
「
油
滴
天
目
」
は
、
比

較
的
大
き
な
銀
色
油
滴
班
を
器
の
内
外
に
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
我
々
の
認
識
と
し
て
、
手
描
き
に
よ
る
人
工
的
斑
点
を
否
定

し
て
い
る
が
、
科
学
的
根
拠
は
無
い
。

（
32
）  

前
掲
注
（
14
）
に
よ
る
。

（
33
）  

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
殷
周
時
代
の
青
瓷
釉
で
あ
っ
て
も

酸
化
リ
ン
は
平
均
一
・
五
％
程
度
含
ま
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
を
示

し
て
い
る
。
そ
の
後
宋
代
に
入
る
と
、
酸
化
鉄
二
・
〇
％
前
後
を
含
む

青
瓷
釉
に
含
ま
れ
る
酸
化
リ
ン
は
減
少
し
〇
・
七
％
程
度
と
な
る
。
な

か
で
も
北
方
白
瓷
釉
に
含
有
量
の
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
反
対
に

南
方
の
青
瓷
釉
で
は
一
・
五
％
ほ
ど
含
ま
れ
る
傾
向
が
続
く
。
し
か
し
、

華
南
に
於
い
て
も
景
徳
鎮
窯
や
徳
化
窯
な
ど
主
に
白
瓷
を
生
産
す
る

窯
で
は
、
宋
代
に
す
で
に
含
有
量
は
減
少
す
る
。
反
対
に
汝
窯
系
の

青
瓷
釉
で
は
、
乳
濁
を
即
す
た
め
か
酸
化
リ
ン
の
含
有
は
む
し
ろ
多

い
の
に
対
し
て
、
南
方
龍
泉
窯
で
は
通
常
木
灰
か
ら
の
調
合
含
有
量

に
近
く
〇
・
七
％
程
度
で
安
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
釉
中
酸
化
リ

ン
含
有
の
変
遷
か
ら
、
宋
代
陶
工
に
は
、
明
確
に
酸
化
リ
ン
の
役
割

が
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
釉
中
に
含
ま
れ
る
酸
化
リ
ン
の

変
遷
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

（
34
）  

池
中
村
の
旧
名
。
一
九
三
五
年
プ
ラ
マ
ー
調
査
時
の
地
名
は

《Chih-tun

》
と
記
さ
れJ.M

.Plum
er 

『T
EM

M
O

K
U

』
一
九
八
〇

年
、
出
光
美
術
館
の
訳
文
で
は
《
池
墩
》
村
と
あ
る
。“
墩
”
の
意
味

は
“
土
を
盛
り
上
げ
た
台
”
で
あ
り
、
池
中
に
在
っ
て
台
の
上
に
村



曜
変
天
目
再
現
研
究
の
調
査
報
告
（
水
上
）

四
五

が
存
在
す
る
と
い
う
、
湿
地
帯
中
の
意
味
が
良
く
分
か
る
。
ち
な
み

に
、
一
九
五
五
年
三
期
の
「“
建
窯
”
調
査
記
」『
文
物
参
考
資
料
』

五
二
頁
の
地
図
「
建
窯
廢
址
分
佈
図
」
中
に
は
“
擋
”
字
が
当
て
ら
れ
、

灌
漑
利
用
に
盛
り
上
げ
た
台
の
意
味
が
加
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
水

吉
鎮
の
地
名
は
“
み
ず
よ
し
”
で
あ
る
。
悪
水
の
溜
ま
る
南
浦
溪
流

域
に
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
上
水
が
湧
く
為
に
人
口
が
密
集
し
大
き

く
発
展
し
た
と
推
測
す
る
。

（
35
）  

超
富
栄
養
湖
は
、
リ
ン
濃
度
が
一
〇
〇
mg
／
㎥
以
上
の
基
準
と
さ

れ
る
が
、
湖
底
の
泥
土
は
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
イ
オ
ン
化
傾
向
の
小
さ
い
リ
ン
は
、
水
に
溶
け
る
事
な
く
堆

積
を
繰
り
返
す
の
で
沈
殿
物
・
腐
植
泥
土
で
の
濃
度
は
相
当
高
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）  

宮
崎
安
貞
「
農
業
全
書
」『
日
本
農
業
全
集
12
』
一
九
七
八
．
三
．

農
山
漁
村
文
化
協
会
。
巻
之
一　

農
事
総
論　

九
五
頁
。
こ
こ
で
は

泥
肥
に
つ
い
て
、“
池
・
河
・
溝
な
ど
の
底
の
肥
え
た
泥
を
上
げ
て
、

よ
く
々
乾
燥
さ
せ
て
し
ば
ら
く
放
置
し
、
人
糞
・
灰
な
ど
と
合
せ
て

用
い
る
”
と
記
さ
れ
る
。

（
37
）  

釉
庫
底
部
の
泥
土
も
本
来
素
地
土
に
近
い
も
の
で
も
あ
る
の
で
、

こ
の
小
さ
な
池
で
媒
熔
剤
と
底
部
泥
土
と
の
全
体
均
質
攪
拌
が
出
来

る
の
で
あ
れ
ば
、“
釉
庫
の
釉
”
は
こ
の
時
点
で
完
成
し
て
い
た
こ
と

と
な
る
。
こ
れ
に
は
対
象
と
な
る
小
溜
池
に
流
入
す
る
雨
水
や
小
川

水
に
混
じ
る
泥
土
量
が
毎
年
定
ま
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
管
理
に
や

や
困
難
を
感
じ
る
。
そ
れ
で
、“
釉
庫
”
で
は
、
外
部
か
ら
の
雨
水
の

量
も
制
限
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
超
富
栄
養
湖
と
し
て
媒
熔
剤
の
み

が
作
ら
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
。

（
38
）  

華
北
耀
州
窯
の
複
数
の
宋
代
工
房
跡
か
ら
、
饅
頭
窯
一
基
の
工
人

人
数
が
推
察
さ
れ
、
そ
の
結
果
五
名
前
後
と
言
わ
れ
る
。
現
代
華
南

龍
窯
一
基
の
工
人
人
数
も
、
一
九
九
〇
年
代
の
筆
者
に
よ
る
調
査
で

五
名
前
後
で
あ
る
事
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
窯
業
生
産
に
直

接
か
か
わ
る
熟
練
技
を
有
す
る
工
人
人
数
で
あ
る
。
採
土
や
窯
詰
、

薪
材
作
り
や
窯
焚
き
、
窯
出
し
に
製
品
梱
包
と
い
っ
た
特
別
な
技
を

必
要
と
し
な
い
作
業
は
、
工
人
家
族
ら
を
集
合
さ
せ
て
行
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

（
39
）  

朝
鮮
で
行
わ
れ
て
い
る
土
釉
配
合
に
、
木
灰
（
樹
木
灰
）
を
用
い

る
の
で
は
な
く
生
雑
草
を
腐
ら
せ
て
、
そ
れ
を
土
と
混
ぜ
合
わ
せ
て

釉
と
成
す
手
法
が
伝
わ
る
と
い
う
。
褐
釉
・
黒
釉
に
近
い“
オ
ン
ギ（
ハ

ン
ア
リ
）”
と
呼
ば
れ
る
壺
・
罐
が
有
り
、
伝
統
的
に
は
キ
ム
チ
漬
け

に
利
用
さ
れ
て
来
た
。
こ
の
罐
の
釉
が
上
記
の
手
法
で
作
ら
れ
る
と

言
う
の
で
あ
る
（
東
京
藝
術
大
学
陶
芸
科
三
上
亮
）。
現
時
点
で
酸
化

リ
ン
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
加
え
ら
れ
た
か
分
ら
な
い
以
上
、
素
地

土
と
媒
熔
剤
と
し
て
の
豊
富
に
酸
化
リ
ン
を
含
む
石
灰
釉
を
得
る
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
40
）  

イ
オ
ン
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
メ
ッ
キ
技
術
は
、
真
空
容

器
中
で
メ
ッ
キ
し
よ
う
と
す
る
物
質
を
蒸
発
さ
せ
、
こ
れ
を
イ
オ
ン

化
し
て
電
界
を
も
っ
て
加
速
さ
せ
て
、
予
め
直
流
マ
イ
ナ
ス
電
位
を

与
え
た
メ
ッ
キ
対
象
物
に
蒸
着
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
金
属
蒸
着
で

薄
膜
を
構
成
す
る
際
に
容
器
中
に
適
度
な
酸
素
を
加
え
、
対
象
物
と

加
速
器
と
の
距
離
を
調
節
す
る
こ
と
で
薄
膜
厚
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き



法
政
史
学

　
第
九
十
号

四
六

る
。（
東
洋
ス
テ
ン
レ
ス
研
磨
工
業　

門
谷
豊
氏
に
よ
る
指
導
を
受
け

た
）

 
　

テ
ン
パ
ー
カ
ラ
ー
と
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
は
、
共
に
金
属
酸
化
被
膜
よ
り

成
る
干
渉
色
（
構
造
色
）
で
、
nm
単
位
の
ご
く
微
小
な
結
晶
回
折
格

子
構
造
に
よ
る
色
彩
の
可
能
性
を
も
つ
。

（
41
）  

「
二
〇
〇
三
年
九
月
特
許
出
願　

特
開2005-82438　

平
成
一
七
年

三
月
三
一
日【
発
明
の
名
称
】曜
変
加
飾
陶
磁
器
お
よ
び
そ
の
製
造
法
」

ま
た
、
発
明
者
に
よ
る
出
願
内
容
や
意
図
に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
解

説
し
た
も
の
が
、『
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
』　

41
（2006

）N
o.5　

特
集
二

　

陶
磁
器
釉
に
お
け
る
先
端
研
究
、
大
平
修
「
曜
変
天
目
の
謎
」

（
42
）  

文
部
科
学
省
指
定
「
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
事
業
『
窯
変
天

目
茶
碗
の
制
作
』
‐
加
飾
曜
変
天
目
釉
の
研
究
‐
福
島
県
立
会
津
工

業
高
等
学
校
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
科
生
徒
発
表
。

（
43
）  

基
礎
釉
の
ゼ
ー
ゲ
ル
式
は
、　0.50K

N
aO

 
0.3CaO

 
0.2M

gO
 

- 
0.5A

l2 O
3  - 3.0SiO

2　

と
記
さ
れ
る
。

（
44
）  

王
芬
「
分
相
呈
色
陶
瓷
釉
的
特
性
及
呈
色
機
理
」『
硅
酸
塩
学
報　

第
37
巻
第
２
期
』
二
〇
〇
九
年
。
こ
こ
に
は
釉
中
の
リ
ン
酸
カ
ル
シ

ウ
ムCa

3

（PO
3

）2

が
、
一
一
八
〇
℃
で
一
〇
〇
nm
の
球
状
結
晶
が

出
来
上
が
り
、
そ
れ
以
上
の
温
度
で
は
互
い
に
熔
着
し
結
晶
形
状
が

壊
れ
る
と
記
さ
れ
る
。

（
45
）  

前
掲
注
（
24
）

（
46
）  

加
藤
悦
三
ほ
か
「
高
火
度
赤
釉
の
調
合
試
験
」『
名
古
屋
工
業
技
術

試
験
所
報
告　

V
ol.14

』
一
九
六
五
年
。
を
切
っ
掛
け
に
分
相
に
よ
る

釉
の
発
色
に
関
わ
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
朴
媛
淑
・

他「
高
火
度
酸
化
焔
鉄
赤
釉
の
発
色
メ
カ
ニ
ズ
ム（
第
一
報
）」『Journal 

of the Ceram
ic Society of Japan 113

』
日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協

会
、
二
〇
〇
五
年
。
朴
媛
淑
・
他
「
高
火
度
酸
化
焔
鉄
赤
釉
の
発
色

メ
カ
ニ
ズ
ム
（
第
二
報
）」『Journal of the Ceram

ic Society of 
Japan 113

』
日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
、
二
〇
〇
五
年
。
が
報
告
さ

れ
る
。
中
国
で
も
鈞
窯
釉
の
緑
色
や
青
色
に
つ
い
て
、
前
掲
注
（
44
）

等
の
研
究
が
進
む
。

（
47
）  

金
澤
孝
文
『
リ
ン
』
研
成
社
一
九
九
七
年
。

（
48
）  

金
澤
孝
文
・
他
「
ア
パ
タ
イ
ト
の
材
料
化
学
」『Gypsun &

 Lim
e 

N
o.210

』
一
九
八
七
年
。
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
（H

A
p

）
に

つ
い
て
、「
有
機
物
・
無
器
物
を
問
わ
ず
、A

p

ほ
ど
高
温
ま
で
、
水

酸
基
を
結
晶
格
子
中
に
保
持
で
き
る
物
質
は
、
他
に
見
当
た
ら
な
い
。」

と
し
て
い
る
。

（
49
）  

地
元
水
吉
鎭
で
の
話
し
と
し
て
、
通
常
の
兎
毫
盞
焼
成
時
の
昇
温

途
中
で
豪
雨
が
あ
っ
た
と
言
う
。
雨
水
は
龍
窯
の
天
井
部
か
ら
窯
内

部
に
入
り
、
同
時
に
側
面
の
側
溝
の
水
は
溢
れ
、
こ
こ
か
ら
も
内
部

に
水
が
侵
入
す
る
。
窯
は
急
速
に
冷
却
を
し
て
、
そ
れ
に
抗
う
よ
う

に
大
量
の
薪
材
が
投
入
さ
れ
る
。
窯
の
内
部
で
は
急
激
な
温
度
変
化

が
幾
度
も
発
生
し
、
大
量
の
水
分
に
よ
っ
て
通
常
と
は
全
く
異
な
る

強
還
元
炎
状
態
が
生
ま
れ
る
。
窯
内
圧
は
激
し
く
変
化
し
て
、
窯
の

温
度
は
数
百
度
の
変
化
が
起
き
最
高
温
度
は
一
，
三
〇
〇
℃
を
超
え

る
状
態
が
幾
度
と
な
く
起
き
る
。
通
常
の
窯
焚
き
と
は
全
く
異
な
る

環
境
が
、
曜
変
天
目
を
生
ん
だ
と
す
る
。
伝
世
し
た
史
話
に
す
ぎ
な

い
が
、
窯
の
焼
成
に
関
わ
る
話
と
し
て
興
味
深
い
。
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（
50
）  

施
佩
・
王
芬
「
磷
酸 

鈣
含
量
対
青
瓷
釉
色
的
影
響
」『
硅
酸
塩
学

報　

第
44
巻
12
期
』
二
〇
一
六
年
。
電
子
顕
微
鏡
写
真
で
は
、
結
晶

粒
は
球
形
を
し
て
お
り
、
平
面
長
さ
方
向
で
四
六
nm
が
七
二
nm
に
変

化
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
体
積
で
は
約
三
・
八
倍
に
な
っ
た
事
に
な
る
。

同
注
（
48
）
参
照
。

（
51
）  

こ
れ
ま
で
に
フ
ッ
酸
を
利
用
し
た
曜
変
釉
の
再
現
研
究
が
あ
り
、

発
明
者
に
よ
る
特
許
出
願
が
な
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
に
公
開
さ
れ
て

い
る
。「
二
〇
〇
六
年
六
月
二
六
日
特
許
出
願　

特
開2011-6290　

平
成
二
三
年
一
月
一
三
日
【
発
明
の
名
称
】
曜
変
の
光
彩
の
生
成
法
」

出
願
内
容
等
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
高
火
度
黒
釉
の
結
晶
析
出
温
度
帯

よ
り
更
に
低
い
温
度
で
、
焼
成
窯
内
部
に
フ
ッ
酸
を
投
入
す
る
と
さ

れ
る
。

（
52
）  

著
者
の
考
え
を
あ
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
黒
釉
表
面
に
出
来
る
薄

膜
層
に
、
超
微
粒
のH

A
p

が
晶
質
・
非
晶
質
状
に
再
析
出
固
化
し
た

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
昆
虫
が
自
ら
の
蛋
白
を
キ
チ
ン
層
と
し
て
生

み
出
し
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
に
ア
パ
タ
イ
ト
に
よ
る
青
紫
の
構
造

色
を
有
し
た
も
の
が
、
曜
変
光
彩
釉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
葉
を

換
え
れ
ば
す
な
わ
ち
曜
変
天
目
釉
は
、“
ア
パ
タ
イ
ト
分
相
構
造
色
釉
”

の
可
能
性
が
高
い
と
推
察
し
て
い
る
。

（
53
）  

水
上
和
則 

「
中
国
の
竜
窯
ノ
ー
ト
」『
陶
説
』 

日
本
陶
磁
協
会
、
第

五
二
二
号
、pp. 58-61

、
一
九
九
六
年
九
月
。
水
上
和
則
．“
や
き
も

の
窯
の
歴
史
”．
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
博
物
館
．
日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
。

http://w
w

w
.ceram

ic.or.jp/m
useum

/yakim
ono/contents/

yakim
ononokam

a.htm
l

 

　

水
上
和
則
「
匣
鉢
使
用
の
窯
詰
法
－
浙
江
・
福
建
省
の
龍
窯
を

中
心
に
－
」『
貿
易
陶
磁
研
究 

N
o.18

』
日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会
・

一
九
九
八
年
。

　

 

　

主
に
華
南
で
用
い
ら
れ
る
龍
窯
に
対
し
て
、
華
北
で
は
石
炭
燃
料

の
饅
頭
窯
が
使
わ
れ
た
。
北
宋
元
豊
（
一
〇
七
八
‐
一
〇
八
五
）
年

代
の
耀
州
窯
で
の
陶
瓷
器
生
産
の
様
子
が
、《
徳
応
侯
碑
》
に
記
さ
れ

る
。
碑
文
に
は
、
信
心
深
い
陶
工
等
の
素
朴
な
姿
が
現
さ
れ
て
い
る
。

松
浦
満
（
水
上
和
則
）「
陜
西
省
耀
州
窯
徳
応
侯
碑
文
に
つ
い
て
」『
陶

説
』
日
本
陶
磁
協
会
、
第
四
七
六
号
、
一
九
九
二
年
一
一
月
。

（
54
）  

島
田
文
雄
「
薪
窯
の
焼
成
時
間
と
陶
磁
器
変
化
の
焼
成
研
究
」『
日

本
陶
磁
芸
術　

第
８
巻
』
日
本
陶
磁
芸
術
学
会
、
二
〇
一
六
年
。
窯

業
地
常
滑
の
老
陶
工
に
よ
れ
ば
、
鉄
砲
窯
（
龍
窯
の
常
滑
名
称
）
の

焼
成
で
最
も
盛
ん
な
頃
は
、
最
上
部
の
焼
成
が
始
ま
る
頃
に
は
最
下

部
の
窯
出
し
が
成
さ
れ
た
と
言
う
。
戸
口
を
開
く
と
未
だ
窯
内
は
赤

か
っ
た
（
六
〇
〇
℃
程
度
か
）
そ
う
で
あ
る
。
戸
口
か
ら
の
熱
気
で
、

窯
上
部
の
雨
除
け
の
天
井
部
が
焦
げ
始
め
、
そ
の
為
に
屋
根
に
水
を

掛
け
な
が
ら
窯
出
し
を
行
っ
た
と
言
う
。
窯
出
し
の
戸
口
近
く
で
は
、

当
時
流
通
し
た
小
銭
が
見
つ
か
る
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
商
売
人
が

窯
出
し
を
待
つ
事
な
く
商
い
を
し
た
証
拠
で
あ
る
と
言
う
。

（
55
）  

市
街
区
に
在
っ
た
“
建
国
瓷
厰
”
は
、現
在
昌
江
西
郊
外
に
《
古
窯
》

と
し
て
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
。

写
真
・
図
の
出
典
等

表
１
．
建
窯
天
目
碗
の
釉
と
胎
土
の
化
学
組
成　

筆
者
作
成　



法
政
史
学

　
第
九
十
号

四
八

表
２
．
代
表
的
建
窯
釉
の
風
化
指
数　

筆
者
作
成

表
３
．
酸
化
リ
ン
を
多
く
含
む
灰
類
の
化
学
組
成　

筆
者
作
成　

表
４
．
唐
～
元
代
黒
釉
の
化
学
組
成　

筆
者
作
成　

図
１
、
原
図
に
は
「
釉
上
の
薄
膜
に
よ
る
光
の
干
渉
を
示
す
概
念
図
」
と

記
さ
れ
る　
『
金
沢
大
学
考
古
学
紀
要 

21
号
』
一
九
九
四
年
よ
り
転

載

図
２
．
水
吉
建
窯
の
陶
瓷
原
料
と
そ
の
調
合　

筆
者
作
成

図
３
．
建
窯
釉
の
風
化
指
数　

筆
者
作
成

図
４
．
唐
－
元
代
黒
釉
瓷
のP

2 O
5

－Fe
2 O

3　

含
有
量　

筆
者
作
成

図
５
．
唐
－
元
代
黒
釉
瓷
のA

l2 O
3

－SiO
2  

性
状
図　

筆
者
作
成

写
真
１
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
碗
残
器
（
１
）　

筆
者
依
頼
に
よ
り
写
真

撮
影
者　

魏
協

写
真
２
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
碗
残
器
（
２
）　

筆
者
依
頼
に
よ
り
写
真

撮
影
者　

魏
協

写
真
３
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
残
器
側
断
面
拡
大
（
３
）　

筆
者
依
頼
に

よ
り
写
真
撮
影
者　

魏
協

写
真
４
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
釉
表
面
特
異
部
分
拡
大
（
４
）　

筆
者
依

頼
に
よ
り
写
真
撮
影
者　

魏
協

写
真
５
．
建
窯
古
窯
址
瓷
片
で
観
察
さ
れ
る
青
紫
色
小
斑
点
部
分　

筆
者

撮
影
一
九
八
七
年

写
真
６
．
杭
州
出
土
の
曜
変
天
目
釉
外
壁
口
縁
部
に
列
を
な
す
青
紫
色
小

斑
点　

筆
者
依
頼
に
よ
り
写
真
撮
影
者　

魏
協

写
真
７
．
古
窯
址
採
集
黒
釉
鉄
銹
斑
碗　

福
建
省
博
物
館
「
福
建
建
陽
県

水
吉
北
宋
建
窯
遺
址
発
掘
簡
報
」『
考
古
』
1990
年
12
期
、
大
路
后
門
１

号
窯
出
土
。

写
真
８
．
水
吉
鎮
近
傍
の
氾
濫
し
た
南
浦
溪
と
山
上
の
塔　

出
光
美
術
館

『T
EM

M
O

K
U

』
よ
り
転
載

写
真
９　

Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー　

東
洋
ス
テ
ン
レ
ス
研
磨
工
業
株
式
会
社
の
ブ
ロ
グ

https://am
eblo.jp/toyo-stainless-kenm

a/entry-11806281904.
htm

l

か
ら
提
供
を
受
け
た
。
乾
式
メ
ッ
キ
技
術
の
中
の
物
理
蒸
着

（PV
D

）
の
総
称
と
し
て
Ｉ
Ｐ
を
用
い
て
お
り
、“
Ｉ
Ｐ
カ
ラ
ー
”
は

著
者
の
造
語
で
学
術
的
に
は
意
味
を
持
た
な
い
。

写
真
10
．
玉
虫
の
羽
（
自
然
光
下
撮
影
）　

筆
者
撮
影
二
〇
一
七
年

写
真
11
．
玉
虫
の
羽
裏
面
部
分
拡
大
写
真
（
自
然
光
下
撮
影
）　

筆
者
撮
影

二
〇
一
七
年

写
真
12
．
福
建
省
莆
田
庄
辺
窯
の
龍
窯
（
全
長
約
四
〇
m
）
筆
者
撮
影

一
九
九
〇
年

　

 

　

本
文
掲
載
の
写
真
１.

～
写
真
４.

及
び
写
真
６.

は
、
著
者
が
所
蔵

者
で
あ
る
古
越
会
館
よ
り
撮
影
許
可
を
得
て
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
魏

協
を
雇
い
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
版
権
は
著
者
に
属
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
掲
載
写
真
に
つ
い
て
何
者
も
許
可
の
な
い
無
断
使
用
を

禁
ず
る
。
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